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プロローグ




　途切れ途切れの、掠れた声が響く。

　それは女の声で、どこか奇妙に歪んでいた。ああ、とあがる声は艶めいて彼女の受けている快感を如実に現しているけれど、その合間にまるで動物の鳴き声のような声が混ざるのだ。

「あ、……にゃ、にゃ……、あ」

　ベッドの上には、男が横になっている。がっしりとついた筋肉、張りつめた肌。そのうえにつぅ、と汗がしたたっている。そんな彼の下半身にのしかかり、腰を揺らしているのは華奢な女だった。

「ん、んっ……っ、にゃ、……あ、あ……」

「ミシュリーア……」

　女の声に絡んで、男が低い声を洩らす。ふたりの手が触れ合い、ぎゅっと握りしめ合った。それでもなお不安定に揺れる女の体は、どうしようもない快感を味わっているようだ。

「ふぁ、あ、あ……あん、あ……あ、あ」

「もっと、もっとだ」

　腰を突きあげながら、男はささやく。

「おまえの中が、私を締めつけている……おまえほどに心地のいい女は、いないな」

「にゃ、あ……あ……ん、っ」

　女は腰を揺する。なにもまとっていない艶やかな丸い臀しりが大きく持ちあげられ、その奥に赤黒い男の欲望が見え隠れした。

「ああ、あ……、ああ、あ、……！」

「私のかわいい、猫」

　男は手を伸ばした。女の淡い赤の髪を取り、ぎゅっと引っ張る。髪を引かれて、女はさらに感じる声をあげた。

「もっと、鳴け。……私が満足するまで、な」

「ひぁあ、あ……ああ、ん、……」

　女が腰を動かすと、ぐちゅ、ぐちゅ、と音があがる。男と女の繋がりを示すその淫らな音は、女の声とともに部屋に広がって、なおも艶めかしい響きとなって聞く者の耳に届く。

「いぁ、あ……ふか、深い……、っ……」

　ずん、とひときわ深く突きあげられて、女はさらに甲高い声をあげた。男の引き締まった下腹部に手を置いて、自らを追い立てるように下肢を上下させる。ずちゅ、ずちゅと接合部が軋きしむ音を立て、ふたりの繋がりの深さを知らしめた。

「あ、あ……あ、だ、め……っ……」

「なにが、だめだ」

　ひときわ大きく下肢を突きあげ、男は言った。

「おまえだって、悦んでいるくせに？　ここを、こんなに……どろどろにして」

「ひぁ、ん、っ！」

　男は前から、ふたりの繋がった部分に指をやった。大きく膨れた女の秘芽に触れ、きゅっと捏こねあげると、女の声がますます甲高くなる。

「こちらも、こんなにも尖らせて。雌であるのに、まるで男根だな……？」

「いや、ぁ……そ、んなこと……、っ……」

「おまえは、私の猫だろう？」

　ずん、と突きあげながら、男は声を立てる。

「猫は、言葉をしゃべれたか？　そうやって、声をあげるか？」

「にゃ……ああ、あ……、っ……！」

　内壁が擦られる。深い部分まで突きあげられて、子壺の口をとんとんと突かれた。それにたまらない刺激を受け止め、女は男の膝の上で鳴く。

「ああ、あ……そ、こ……だめ、だめな、の……」

「ミシュリーア」

　呼ばれて、女は口を噤つぐむ。それでも喘ぎは止められず、唇の端からは蜜が流れ出る。

「おまえが、ここが弱いことはわかっているよ」

　男はそんな彼女の唇にくちづけ、溢れる蜜液を舐めとった。

「だからこそ、おまえがよがっている姿を見たいのだ……おまえの弱いところを、もっともっと突きあげて」

「ひぁ、あ、あ……、っ、……、っ……！」

「私だけに聞かせる声を、耳にしたい……」

「ん、っ、……ん、んっ……！」

　男は、女の腰に手をかけた。引きあげると、ずるずると欲望が出ていく。蜜洞を擦るその動きに、女は大きく身を捩よじらせる。

「ここ、こうやって」

「ひぁ、あ、あ……あ、あ、ああ！」

「こうすると、おまえはいい声で鳴く」

「あ、あ……、……、……ああ、あ、……！」

　男はそのまま、女の体を解放する。より勢いよく男の欲望を受け入れることになり、緑の瞳からは幾粒も涙が流れ出た。

「だめ、こんなの……だ、め……！」

「おまえは、なんだった？」

　あまりの刺激に声を失った女は、掠れた声で男に答える。

「ね、こ……、あなたの、猫……」

「ならば、どうやって鳴く？」

「にゃ、あ……、ん、ん、んっ、ん！」

　泣き濡れた声で、女は言った。男は満足そうに女を見やる。

「私の猫の、秘密の部分が見たいな」

　女の体を揺すりあげながら、男は続ける。

「脚をあげて、繋がったところを見せてごらん？　おまえの秘密を、全部私に曝さらけ出すんだ」

「ん、ぁ……、そ、んな……、はずか、し……」

　男の要求をわかっていて、しかし応じるにはあまりにも恥ずかしすぎる。女は身悶え逆らったけれど、男は声で女を誘導する。

「ほら、脚をあげなさい。もう片方も……いいね。ほら、繋がったところが見える……」

「っあ、あ、あ……ああ、あ……、っ……」

　女は、両脚を立てて男の腹に手を置く。すると尖った秘芽も、男を受け入れている歪んだ花びらも、たらたらと流れる蜜もなにもかもが男の視界に入って、羞恥はたまらないほどになった。

「や、いや……、こ、んなの……、っ……」

「いや、ではないだろう？」

　男は、にやりと笑う。

「悦んでいるくせに？　私に見られて、どうしようもなくなっているくせに？」

「いぁ、あ……だめ、なの……こ、んな……恰好」

「では、ほかの恰好ならいい？」

　そう言って男は、また女の腰に手をやった。彼女の体を持ちあげて引き抜き、自分の胸に抱き寄せる。じゅく、じゅく、と男根が抜け出ていく感覚、内壁を擦られる感覚に女は涙を流し、快感を訴えた。

「そうか、おまえは猫だから」

　まるで今、初めて気づいたかのように男は言った。

「猫のように犯されなければ、気が済まないのだな？　この恰好では、おまえを満足させるには不充分だったと」

「な、にを……セザール、さま……！」

　男は女を、四つん這いにした。すでに快楽を与えられ続け、四肢で立つことが難しい彼女の後ろにまわると、高く掲げられた腰を抱き、今まで男を受け入れていた秘所に舌を這わせた。

「にゃ、にゃあ、ああ、んっ！」

「ふふ、甘いな」

　男は、満足そうにそう呟いた。

「おまえの甘い蜜が、どんどん溢れてくる……やはり、この恰好のほうがよかったか？」

「いや、ぁ……だめ、こんな……、だめ、だめ……っ……」

「おまえは、だめばかりだな」

　ふっ、と男は、熱い呼気を秘所に触れさせる。

「では、どうすれば満足するのだ？　どうすればおまえを気持ちよくできるのか、迷ってしまう」

「セザールさま、は……！」

　途切れ途切れの声で、女は言った。

「意地悪、を……なさるから。わたしだって、セザールさまを感じたい……」

「ああ、感じるといい」

　うしろから、ぺちゃぺちゃと蜜を啜すすりながら男は答えた。

「どうすればいいのだ？　おまえの望むとおりに、してやろう……」

「セザールさまを、舐めさせて……！」

　たまらない情動とともに、女は声をあげた。

「あなたを舐めて、大きくしてあげたいの。大きくして、もっとわたしを……！」

「淫らな女だ」

　男はそう言ったけれど、女の願いには逆らわなかった。彼は、四つん這いになっている女の体の下に自分のそれをすべり込ませる。すると互いの口もとに、互いの性器が晒さらされる恰好になった。

「あ、あ……、ああ、あ……」

　女は、満足げに息をついた。目の前の、そそり立った男根を口にする。それは、彼女の小さな口には大きすぎたけれど、懸命になってそれをしゃぶった。

「んぁ、あ、あ、……、ああ、あ、……、っ」

　同時に男は、女の花びらを唇で挟んだ。ちゅ、ちゅ、と吸われ、するとびりびりとした強烈な快感が走って、女は大きく背を反らせた。

「あ、だめ……、セザールさまは、だめ……！」

「私を、退屈にさせておく気か？」

　花びらに軽く食いつき、きゅっと引っ張って男は言う。

「私にも、おまえの花を味わわせてくれ。大きく開いている、この……麗しい、花を」

「いぁ……あ、あ……、あ、あ……、あ、あ！」

　秘芽をくわえ、きゅうと引っ張られる。その刺激に、目の前が真っ白になった。ちかちかと星が飛んで、その感覚に女はたまらなく溺れた。

「や……ああ、あ、あ……、っ……っ……！」

　その衝撃は、あまりにも大きかった。女は、男を愛撫することも忘れて声をあげ、体を反らせ、身を貫く快感に体のすべてを委ねていた。

















「は、ぁ……ああ、あ……、あ、ん、……、っ……」

　あ、と声をあげる余裕もなかった。男は女の体を抱きあげ、改めてうしろから挑んでくる。女の舌でさらに大きく育った欲芯を、たらたらと蜜の垂れる秘所に突き込む。先端が挿ってきただけで女は甲高い声をあげ、身を捩って猫のように鳴いた。

「にゃ、ぁ……ああ、あ、……、っ……！」

「この角度からが、いいか……？」

　男は、乱れた息をつきながら女を追い立てる。

「ここ……おまえの感じるところだ。おまえが感じて、いい声をあげるところだ」

「ん、にゃ、にゃ……、ああ、あ……っ……！」

　女は、しきりに声をあげた。ベッドに爪を立ててシーツを握り、大きく皺しわを作ってたまらない感覚に耐える。

「あ、……達いく……、また、達……く……」

　女が、か細い声でそう言った。

「達っちゃう……、達っちゃうの。もうこれ以上……」

「私も、おまえの中に放とう」

　はっ、と息を吐きながら、男は言う。

「おまえの、もっとも深いところ……子壺の口を越えて、中の、中にまで」

「セザールさまも、達って……！」

　女は、なりふりなど構わずに声をあげた。

「わたし、の中……めちゃくちゃに、して……！」

「ああ」

　男と女の、淫らな熱液が混じり合い、接合をますます深くして。淫らな恰好で、ふたりは声をあげ続けた。

「にゃぁ、あ、あ……、ああ、あ、……！」

「ミシュリーア……わたしの、子猫」

　感極まった声で、男は言った。

「もっと、鳴け。猫のように、な……！」

「ああ……あ、ん、っ……、っ……！」

　女は、くわえ込んだ男がどくり、と大きく衝動を送り込んでくることに気づいていた。そこから流れ出す白濁の熱さに大きく震え、それでもなお、もっと、もっとと秘所を締めることでねだっている。

「んぁ、あ、あ……セザール、さま……っ……」

「……ミシュリーア」

　ふたりの声は重なり合い、交わり合い。淫らに繋がったふたりの体以上に、淫猥な音となって部屋に響き渡った。
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　ばしゃん、と音がして驚いた。

　続いて感じたのは、スカートがじわじわと濡れていく感覚。ミシュリーアは、はっと目を見開き、床にできた大きな水たまりを前に唖然とした。

「あ、……ああ」

　思わずため息が洩れた。バケツを引っ繰り返してしまったのだ。スカートに水が沁しみ込んできて気持ちが悪い。しかしそれよりも、床の水たまりをなんとかしないと。『お母さま』に叱しかられてしまう。

　ミシュリーアは焦燥とともに雑巾を捜す。しかし慌てれば慌てるほど雑巾は見つからず、床の水たまりで足をすべらせてしまった。

「きゃ、あ、ああっ！」

　べしゃ、とまた濡れた音があがって、自分がまともに水たまりの中に転んでしまったことを知った。みるみるうちに水が衣服にしみこんでくる。全身がびしょびしょに濡れてしまった。

「まぁ、ミシュリーア！」

　女性の悲鳴が聞こえる。ミシュリーアは床から起きあがりながら、唇を噛んだ。

「なにをしているの、すっかり濡れちゃってるじゃないの！」

「ごめんなさい……」

　女性は、ミシュリーアの『お母さま』だ。そして彼女が気にしているのはミシュリーアが濡れたことではなく、床がべちゃべちゃになって自分が台所を通れないことだ。

　そのことを、ミシュリーアはよくわかっている。

「すぐに片づけます」

「早くしてちょうだい。このようなところ、誰かに見られたら」

　母がミシュリーアを急かす。濡れた、重い衣服を引っ張りあげながらミシュリーアは雑巾を探し、できるだけ手早く床を拭き始めた。

「ほら、服から水がしたたってるわよ。よけいに床が濡れちゃうじゃない！」

　ヒステリックな声で、母が言う。ミシュリーアは黙って服を絞り、床を磨き、雑巾を絞り、また床を拭いた。

　ややあって、床から水たまりは消えた。しかしミシュリーアの服は濡れたままである。

「いやだわ、濡れ鼠ねずみで」

　汚らしいものを見たかのように、母は吐き捨てた。

「誰かに見られたらどうするの、早く着替えていらっしゃい」

　言葉は優しいけれど、口調はきつい。ミシュリーアは頭を下げて、掃除道具を持って屋根裏に向かった。

　濡れたメイド服を脱ぐ。しかし換えがあるわけではないのだ。仕方がないので精いっぱい絞って、できるだけ水気を追い出そうとする。みっともなく皺だらけになってしまったけれど、びしょびしょのままよりはましだ。濡れた服の冷たさにぞくぞくとしながら再びまとい、台所へ向かう。

「ミシュリーア！」

　母の声が響いてきて、慌ててそこに走っていった。

「今日は、お父さまがお帰りなのよ。夕ゆう餉げの支度は、早めにね」

「かしこまりました」

　丁寧に頭を下げると、母は鼻で笑った。

「こういうときだけ、都合のいい顔をするのね。心の中じゃ、わたしに反発しているくせに」

「そんなこと……」

　ミシュリーアは顔をあげたけれど、母の嘲笑うような表情を目に、意気を削がれてしまう。またうつむいたミシュリーアの頭上に、母の金切り声が降り注いだ。

「いいから、早くおやりなさい！　お父さまのおかえりまでに食事が用意できていなかったら、承知しないわよ!?」

「かしこまりました！」

　反射的に、大きな声で返事をしてしまう。それに母は「うるさい」と苦情を言い、自分の部屋に戻ってしまった。

　時計を見あげると、もう夕方だった。念入りに掃除をするように言いつけられ、それを守ればもうこんな時間だ。同時に『父』の帰宅も、ミシュリーアには歓迎すべきできごとではなかった。







　ミシュリーアは、拾われた娘だった。

　八歳のとき、このジラルド国の南の隅、アダンの町で母に拾われた。母は大きな家で裕福な暮らしをしていたけれど、父とは正式に結婚していない。そのことでまともな娘はメイドとして寄りつかないので、ミシュリーアを働かせることにしたのだ。

　時計の針が動くのに追われながら、ミシュリーアは忙しく台所を行き来する。煮込み料理、肉の焼きもの、野菜のスープ、焼きたてのパン、いずれもミシュリーアの口に入ることはない。父と母が残してくれればどうにか空腹を満たすこともできるだろうが、必ずしも期待できるわけではなかった。

　水が足りなくなったので、裏庭のポンプにまでバケツを引っ張っていく。水を汲くんでいると、通りがかりの少女たちの話し声が聞こえた。ピンクと、黄色のドレスを着た少女たちだ。

「王子さまが、この町に来るって本当？」

「そうなの？」

　王子。自分の生活とはまったく縁のない人物の噂に、ミシュリーアは耳をそばだてた。

「全国を、視察してまわってらっしゃるんですって。アダンの町は、最後の視察場所になるとか」

「王子さまっていっても、もう婚約者がおいでじゃないの」

「やだ、なに考えてるの？」

　少女たちは、くすくすと笑った。

「わたしはただ、お姿を見られたらそれでいいと思っているだけよ」

「そうね、目の保養にはなるでしょうね」

　ふたりの声が遠くなっても、ミシュリーアその言葉に耳を傾けていた。

「なんといっても、とてもうつくしい……美の女神が降りてきて、我がものとすると宣言したことがあるそうよ」

「そこまでうつくしいというのは、少し怖いわね」

　ミシュリーアと同じことを、その少女も思ったらしい。

「そのようなかたの妃になりたいだなんて考えないわ。ただ、ひと目見てみたい。それだけよ」

「そうね。わたしもそれだけだわ」

　少女たちは遠ざかり、やがて声は聞こえなくなる。ミシュリーアは自分の衣服を見下ろした。

　バケツを引っ繰り返して濡らしたドレスは、もう乾いている。しかし急いで絞ったせいでしわしわで、そうでなくてもみすぼらしいのにますます見苦しいさまになっている。

　ミシュリーアの人生は、このメイド服のように過ぎていくのだろう。誰も振り向かない、醜みにくい少女。そんな自分の人生に、うつくしい王子を見るという光が射してもいいのではないか。ちらりと見るだけ──その思い出を抱いて生きていくくらい、許されるのではないか。

（きれいなものは、なにひとつ持っていないけれど）

　重いバケツを台所に運び込みながら、ミシュリーアは思った。

（思い出くらい、いいわよね。見るくらい……許されると思うの）

　その王子が、どれほどうつくしいのか想像もできないけれど。それでもあのような噂が、ミシュリーアの耳にも入ってくるくらいだ。その姿は、さぞや輝かしいに違いない。

（いつ、いらっしゃるのかしら）

　そう考えると、胸がわくわくした。このような思いはめったにないことだ。なにかを楽しみにするということが自分の人生に起こるとは思わず、それが「王子を垣間見るだけ」であるということに、我ながら少し笑えた。
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　ジラルド国の南、小さなアダンの町は鉱山で栄えている。

　ミシュリーアを捨てた本物の母は、この栄えた町でなら拾われ先があると思ってここを選んだのかもしれない。その思惑どおりにミシュリーアは拾われたわけだけれど、『お母さま』と呼びながらもメイド以下の扱いでこき使われる境遇に落とされるとは、本物の母も思ってはいなかっただろう。

　そのアダンの町に、王子がやってくる。鉱山の視察のためなのだろうけれど、町の娘たちはその王子の行列を待って、街道は朝から大変な賑わいだ。

　家の用事を終わらせて、ミシュリーアも街道に駆けつけた。みすぼらしいメイド服で、着飾った少女たちに交ざるのは気恥ずかしかったけれど、宝ものを手に入れるためにはやむを得ない。

「押さないで！」

「わたしのほうが先に来たのよ！」

「転ぶ、転ぶ！　転んじゃうわ！」

　街道は、大変な騒ぎである。ミシュリーアは、その隅にそっと身を寄せた。しかし背伸びをしても、街道は見えない。王子はいつ来るのだろう。ミシュリーアにはまだ家の仕事が残っている。抜け出してこのような場所に来ていることがわかれば、母にどれほど叱られることだろう。

「きゃっ！」

　うしろから、ミシュリーアを押す者がある。ミシュリーアはあっという間に人垣の中に呑のみ込まれ、揉みくちゃになって息もできなくなった。

「やめて……、痛い、痛い！」

　わあぁ、と歓声があがった。ミシュリーアは、はっと顔をあげる。まわりの声は大きくなって、なにか大きなものが近づいてきているのがわかった。

（大きな、もの……？）

　それは、威厳とでもいうものだろうか。ミシュリーアが今までに味わったことのない迫力は少しずつ近づいてきて、それに向かって娘たちが黄色い声を上げているのが聞こえる。

「殿下！」

「王子さま！」

　ミシュリーアの胸は、どきりと鳴った。つま先立ちになって、やってくる行列を見やる。しかしまわりの人垣の中に埋まってしまっているミシュリーアは、なにも見ることができない。

　きゃああ、とひときわ大きな歓声があがった。その拍子にミシュリーアは後ろから押され、膝をついて転んでしまった。

「きゃっ……っ！」

　ざわ、と歓声が、しぼんでいくように小さくなる。

（な、なに……？）

　膝がひどく痛む。ミシュリーアはとっさについた手を支えに、慌てて顔をあげた。

　目の前にあったのは、馬の大きな足だった。そのあまりの大きさに、怯む。

「無礼者！」

　低い、男の怒声が飛ぶ。それは父の怒鳴り声よりも厳しくて、ミシュリーアはますます脅えてしまった。ぎゅっと目を閉じ、その場にうずくまる。

「早く、退かぬか！　殿下のお通りであるぞ！」

「そう言うな」

　対照的に穏やかな、優しげな男性の声がする。

「人に押されて、転んだのだろう。気の毒な娘ではないか」

　地面を踏む気配がする。自分に近づいてくる者に気がついて、ミシュリーアは顔をあげた。

「……あ」

　そこにいたのは、輝かんばかりの男性だった。

　淡い金髪は、青空を背景にそよいでいる。ミシュリーアを見下ろすのは紫色の瞳だ。形のいい額に、通った鼻筋。やや薄い唇は親しみ深い笑みを浮かべていて、その姿はミシュリーアを魅了するに充分だった。

（なんて、うつくしいかた……）

　ミシュリーアの脳裏に、美の女神が王子の前に降り立ったという話が蘇った。それが本当かどうかなんてわからないけれど事実でも不思議はない、と思える容貌だった。

　乗馬服に包まれている体は、細身ながら筋肉がしっかりとついているようだ。その長い脚が、ミシュリーアとの距離を詰めた。

（このかたが……本当に、王子さまなのかしら？）

　男性は、手を差し伸べてきた。つられるようにミシュリーアは手を伸ばし、ふたりの手はしっかりとつながれた。

















（あたたかい）

　男性の手はごつごつとしていて、そして沁み込んでくる温かさがあった。いつまでもつないでいたい感覚にぶるりと震え、それに男性も気がついたようだった。

「おまえの手は、冷たいな」

「も、うしわけ……」

「いや、謝ることではない」

　男性の紫の瞳は、じっとミシュリーアに注がれている。ミシュリーアが彼に見とれているように、男性もまたミシュリーアを注視しているようだ。しかし、なぜ？

「おまえ、名前は？」

「ミシュリーア……」

　そうか、と男性は笑う。

「私は、セザールだ。このジラルド国の、王太子」

　ざわ、とまわりが大きく息を呑む。その波に揺られながら、ミシュリーアはなおもセザールを見ていた。

「ミシュリーア、おまえの両親は？」

「……おりません」

　とっさにそう答えてしまったのはなぜだろう。ミシュリーアには、『父』も『母』もいる。ミシュリーアにみすぼらしいメイド服を着せ、朝から晩まで働かせる両親なら。

「ひとりで暮らしているのか？」

「お世話になっているかたなら、おります」

「そうか」

　セザールは、にやりと笑った。その笑みの意味がわからずに戸惑うミシュリーアを、セザールは引き起こし、抱きあげる。

「きゃっ！」

　あがった悲鳴は、ミシュリーアのものだけではなかった。まわりの女性たちが、揃ってあげた声だ。いきなりのことにミシュリーアは大きく目を見開く。

「な、な、なにを、なさっているのですか……？」

「おまえが気に入った」

　ミシュリーアの疑問を振り払うように、セザールは言った。

「おまえを王都に連れて行こう。おまえを私のもとに、侍はべらせよう」

「で、殿下の……もと、に……？」

　いきなりの話に、ミシュリーアは目を丸くするしかない。セザールの腕の中で言葉を失う彼女に、彼はにやりと笑ってみせた。

「おまえは私に、愉しみを与えるのだ」

「愉しみ……」

　ぼんやりと、ミシュリーアは繰り返した。

「そう。王宮はつまらぬところだ。人々は着飾り、口を開けば下らぬ世辞ばかり。表向きは華やかなところだけれど、心を許せる者はいない」

　王子の口からこぼれる、王宮の意外な姿にミシュリーアは戸惑うばかりだ。彼の言うことがほかの者の耳に入っていないかと心配になったけれど、女たちは騒ぎ、男たちは唖然とし、セザールが汚らしい娘にかける言葉を聞いている者はいないようだ。

「おまえは、私の安らぎになれ」

　逆らえない威厳を持って、セザールは言った。

「私の言うことはなんでも聞くのだ。私の思うがままの、私の愛玩動物となれ」

「あい、がん……」

　その言葉はあまりにも傲ごう慢まんだったけれど、この輝くばかりの王子にはふさわしかった。そしてミシュリーアは、自分が王子の『愛玩動物』になれるのなら、と思ってしまったのだ。

「どうだ。返事は？」

　ミシュリーアを抱いたまま、セザールは問う。その質問は、ひとつの答えしか求めていなかった。

「……はい」

　震える声で、ミシュリーアは言った。セザールは、満足げに微笑む。

「そうか。ならば、連れて行く」

　変わらずミシュリーアを抱いたまま、セザールは馬にひらりと飛び乗る。手綱をぐいと引くと馬がいななき、ミシュリーアは悲鳴をあげてしまう。

「しっかりと、私につかまっていろ！」

　楽しげな口調で、セザールは言う。

「落とされたくなかったらな！　暴れれば、落としてしまうかもしれん！」

「やめてください、恐ろしいことを！」

　ミシュリーアは声を嗄からすほど叫んだけれど、それが彼に聞こえているかどうかはわからない。馬は勢いをつけて走り出し、彼女は精いっぱいセザールにしがみついた。

「きゃあああっ、きゃあああっ！」

　不安定な体勢でセザールに身を任せていると、今にも落ちてしまいそうだ。しかし彼はそんなミシュリーアの反応を楽しんでいるようで、抱きしめる腕からときおり力を抜いてしまう。

「セザールさま、セザールさま！」

　ミシュリーアは、精いっぱい声をあげた。

「このままだと、落ちてしまいます！　ちゃんと、鞍くらに座らせて！」

「わがままな娘だ」

　見当違いのことを言って、セザールはミシュリーアを抱きあげる。鞍の上に乗せられたことには安堵できたけれど、セザールと向かい合わせの恰好だ。彼に胸を押しつけているのはとても恥ずかしく、それこそ落ちてしまいそうなくらいに落ち着かない。

「まぁ、それくらいが頼もしい」

「きゃ、っ！」

　セザールはちゅっとミシュリーアにキスをして、ミシュリーアはまた大きく目を見開いた。

「この私を、退屈させるな。常に私を愉しませろ」

「は、はい……！」

　馬は、アダンの町を駆け抜けていく。父にも、母にも、なにも言わずに去って行くのだろうか。それも悪くない。ミシュリーアというメイドを失ってあの家がどうなるのか少し心配になったけれど、セザールの腕に抱かれている今の彼女には、そのようなことはどうでもよかった。

（わたし……王子さまに気に入られたの！）

　それは今までのミシュリーアの人生において、文句なく一番の輝きを放つできごとだった。

（王子さまのお城に行くのよ！　王子さまを愉しませるお役目を仰せつかったのだわ！）

　馬は、素晴らしい勢いで駆けていく。その振動に舌を噛まないようにしながら、ミシュリーアの胸は思わぬ高こう揚よう感で満ちていた。

（……愉しませるお役目って、なにをするのかしら？）

　具体的にはわからない。どのようなことをするのか、ミシュリーアには心当たりがなかったけれど、ただ今までの生活から抜け出せる、新しい扉が開かれる──そのことばかりがたまらなく彼女の心を揺さぶり、頭の中は楽しい想像でいっぱいになる。

（王子さまと……セザールさまと、一緒にいられる）

　この、輝かしいまでの男と。そのことはくらくらするような喜びで、彼にしがみつきながらミシュリーアはその体の厚みを味わった。

　馬は、軽やかに駆けていく。ミシュリーアを乗せてアダンの町を抜け、知らない町へと走っていった。







　アダンの町の北にあるバラスコは、驚くほどに大きな町だった。

　必死にセザールにしがみついていたミシュリーアは、彼の強い腕で抱き下ろされた。地面に足をつけると、力が抜けてよろけてしまう。そんな彼女を、セザールは抱きとめた。

「ここが、今夜の宿だ。しばらく前から私はここに泊まっている」

「素晴らしい建てもの……」

　白い石でできた宿屋は、王子が泊まるにふさわしかった。窓にはすべて玻は璃りが張ってあり、陽の光を浴びてきらきらと光っている。細かい彫刻はずっと眺めていても飽きないほど繊細で、目を奪われて見つめているミシュリーアの腰に、セザールが手をかけた。

「きゃ、っ！」

「見つめるのなら、私を見つめてほしいものだな」

「で、殿下のことは……もちろん」

　そのままミシュリーアは、彼の腕に抱えあげられる。驚いてしがみつく彼女を、セザールは笑いながら抱いて、建てものの中に入っていった。

「殿下」

　中では、初老の男性がペンをすべらせていた。ミシュリーアは読み書きができない。男性の鮮やかなペン捌さばきに目を奪われていると、その前に彼女は抱き下ろされた。

「今夜から、この娘も一行に加わる。部屋を用意してやってくれ」

「かしこまりました」

　口調は丁寧だけれど、その目は油断なくミシュリーアを見つめている。無理もない。みすぼらしいメイド服姿の娘が、これほどに豪華な建物の中に現れたのだ。場違いもいいところで、にわかにミシュリーアは恥ずかしくなった。

「そのお嬢さまには、まずは湯を使っていただくのがよろしいでしょう」

　やはり丁寧な口調で、男性は言った。ペンを置き、ミシュリーアの前に歩いてくる。

「仕立屋を呼びましょう。お嬢さまは、ピンクが似合いそうですね。新しいドレスを、二、三着」

「え、あの……」

　ドレスなどというものに今まで縁のなかったミシュリーアだ。思わずたじろいだその背中を、セザールが抱きとめた。

「そうだな、ピンクのドレスがいい。レースと襞ひだを、たくさんつけてな」

「もちろんにございます」

「湯の用意をしてくれ。私が、湯の使いかたを教えよう」

「殿下が？」

　その男性とミシュリーアが同時に声をあげる。セザールはくすくすと笑っていて、ふたりの反応を面白がっているようだ。

「温かい湯の張られている湯船になど、入ったことはないだろう？」

　ミシュリーアの腰を抱きながら、セザールは言う。

「海綿を使ったことは？　いい匂いの石せっ鹸けんを使うんだ。ただこの石鹸という代物、つるつるとよくすべるのでな」

「でも……お風呂では、すっかり裸になるのでしょう？」

　ミシュリーアが言うと、セザールは面白いことを聞いたというように眉を動かした。

「ひとりで、できますわ。使いかたさえ、教えていただければ」

「しかし、石鹸で転んだりしてはどうする。頭でも打っては、大変だぞ」

「ですが……」

　セザールと言い合っている間に、湯の用意ができたらしい。湯とはこれほど早く沸くものなのだろうか。驚いているミシュリーアの手を、セザールが取った。

「ここに戻ってくる時間を、言っておいたからな。準備してあったのだろう」

「そ、そうですか……」

　セザールに手を取られて、浴室に案内される。どこから現れたのか、三人の女性が静しず々しずと着いてくる。皆メイド服をまとっていたが、ミシュリーアの薄汚れた繕いだらけのそれとは、まったく違った。

「わぁ……」

　浴室は、たくさんの燭台に照らされた幻想的な灯りに彩られた、白い部屋だった。中央には大きな湯船が置いてあって、贅沢にもたっぷりの湯で満たされている。

「いい匂い……」

「薔ば薇らの石鹸だ。薔薇の香料を使ったことは？」

「ありませんわ……」

　あの母だって、そのようなものは使っていなかった。豊潤な薔薇の香りを吸い込みながら、ミシュリーアは女性に手を取られて驚いた。

「な、なにをなさるの？」

「お召しものを、脱がなくては」

　淡々と、彼女はそう言った。

「そうでないと、湯浴みはできませんよ？」

「で、でも……！」

　服を脱ぐということは、セザールの前で裸になるということだ。そのような恥ずかしいことはできない──ミシュリーアは逃げようとしたけれど、セザールの強い腕に抱きしめられて逃走は叶わなかった。

「セ、セザールさま、出ておいきになって！」

「どうして？」

「セザールさまは、恥知らずでいらっしゃいますか！」

　彼女の体をつかまえて、楽しげに微笑むセザールの胸をぽかぽかと殴る。

「女の裸を見たがるなんて、おかしいですわ！　ヘンタイですのよ！」

　すれ違う少女たちが口にしていた言葉を、使ってみた。するとセザールは、くすくすと笑いはじめるのだ。

「そのような言葉、どこで覚えた」

「あ……」

　無作法な言葉を使ってしまったかと、ミシュリーアはセザールから離れようとする。しかし彼はしっかりとミシュリーアを抱きしめて、放そうとはしない。

「そうだな、私はヘンタイだ」

　くすくす、くすくす、とセザールは笑う。

「ミシュリーアの裸が見たいのだよ。おまえが恥じらっているところが見たい……」

「セザール、さま」

　彼の手が、ほつれたエプロンのリボンをほどく。背についた釦ぼたんを外す。彼の手は巧みで、ミシュリーアはあっという間に下着姿になってしまった。

「コルセットは、つけていないのだな」

「そのようなものは、必要ないと」

　コルセットは、女体をうつくしく見せるものだ。しかしミシュリーアはメイド以下の存在で、うつくしく装う必要などなかった。だからコルセットも、レースの下着も与えられなかった。

「これからは、必要になる。コルセットも、レースも、絹も宝石も」

　それらの言葉に、ミシュリーアはくらくらとした。洗ったり磨いたり、そういう意味では知らないものではなかったけれど、自分で身につける日が来るとは思わなかった。

　セザールの手は彼女の綻ほころびだらけの下着にかかり、一枚一枚脱がせていく。俗っぽい言葉で彼を罵ののしったミシュリーアだけれど、裸にされていくごとにどきどきと胸の高鳴りが止まらなくなる。

「や、めて……」

「いいや、やめない」

　セザールはそのようなことを言って、そしてミシュリーアのドロワーズも下ろしてしまった。裸で浴室の床の上に立つ彼女は震えていて、そんな彼女の前で、侍女がセザールの衣を脱がせはじめる。

「きゃっ！」

　男性の裸を見るなど、はじめてのことだ──筋肉の浮いた肩、腕、胸筋に腹部。彼が下衣を脱いだときに現れた男の象徴はぼんやりと知っているそれとはまったく違う形状をしていて、ミシュリーアは思わず視線を奪われる。

「興味があるか？」

　すっかり裸になったセザールは、ミシュリーアに腕を伸ばしてくる。裸で抱き合う感覚は、今までに感じたなによりも心地よく、彼女は大きく震えた。

「きょ、興味って……なにに」

「私の体。そして、おまえの体だ」

　彼は、ミシュリーアを抱きあげた。姫ぎみのように抱えられて驚くものの、彼の足は湯船を跨ぎ、ふたりぶんの体積が湯を追い出す。ざぁ、と流水の音が浴室を包んだ。

「しばらくこうやって、浸かっていよう」

　自分の膝の上にミシュリーアを抱いて、セザールは顔を近づけてきた。頬に、ちゅっとくちづけをされる。

「私の体に、興味を持て。おまえ自身の体にもな」

「そ、んな……興味なんて、持ったこと」

「これから、持つのだ。おまえの体は、うつくしい……私のために作られた体だ」

「あなたの、体は？」

　セザールの体に縋すがりつくようにすると、彼は小さく、くすりと笑う。

「もちろん、おまえのために作られたものだとも」

　それは、真実には聞こえなかった。しかし今だけは、そう思うことを許されるだろう──ミシュリーアはさらにセザールの体に縋りつき、彼は手のひらで背に湯をかけてくれた。

「いい、香りです。それに……温かくて、指の先からほぐれていくよう」

「湯船に入ったことはないのか？」

　セザールの質問に、ミシュリーアは笑った。

「あるわけ、ありませんわ。わたしのような身分の者は、湯船どころか……湯を使ったこともありません」

「なら、どうやって汗を流すのだ」

　セザールの物知らずに、ミシュリーアはなおも笑った。

「川に入るのですわ。庶民は、皆そうしています」

「そのようなものか……」

　触れてくるセザールの手が、心地いい。ミシュリーアは深く息をつき、彼の胸に縋りつく。すると薔薇の香りが濃くなって、驚いた。

「擦ってやろう。体を起こして」

「……はい」

　言われるとおりにすると、自分の乳房が目に入った。乳首が尖っている。先端から水滴が落ちていて、そのさまが奇妙に淫らだと思った。

「小さいな」

　低い声で、セザールが笑う。

「小さくて、形のいい胸だ。私好みだな」

「セ、ザールさま、は……わたしの体が、お好きですか？」

「ああ、気に入った」

　そう言いながら、彼は海綿を使った。ゆっくりと肩を、腕を、擦られる。ふるりとミシュリーアが震えると、彼はまた満足そうに笑った。

「ここは、うつくしい薔薇色だ。こうやって薔薇の香りがすると、まるで花開いたうつくしい花だ」

「あ、あ……、っ……」

　乳房を擦られて、つい声が洩れてしまう。腰をくねらせると、腹の奥から奇妙な感覚が伝わってくる。

「ん、……あ、あ……」

「声も、いい」

















　くまなく体を擦る彼の手が、下に降りてくる。腰を、下腹部を、そして臀を、両脚の間を。

「あ、あ……、ああ、あ……」

「そのような声をあげては、響くだろう」

　窘たしなめられて唇を噛んだけれど、声は止まらなかった。臀の間、そして脚の間をセザールに触れられると、たまらない感覚が迫りあがるのだ。

（なに……、これ）

　腰を捩らせながら、ミシュリーアは声を抑えようとする。

（知らない……、こんな、感覚。気持ちいい、ような……もどかしいような）

「感じるのだろう？」

　ことさらに、声の溢れる部分を洗いながら、セザールが言う。

「腹の奥が熱くなって、膝ががくがくして……たまらないだろう？　声が、止められないだろう？」

「んぁ、あ……あ、あ……、っ……」

　なにか、生温いものが内腿を伝っていく。それはすぐに湯に混じってしまって正体がわからないけれど、今まで体験した感覚でないことはわかる。ミシュリーアの身には自身も知らない秘密が宿っていて、セザールがそれを引き出すのだ。

「なにかが、溢れてくるだろう？」

「な、んなんですか……、これ、は」

　上半身を起こした恰好が、もどかしい。生まれてくるなにかを放出したいのに、その術がわからない。自分の体をどうしていいものか、手段にはまったく心当たりがない。

「わたし、おかしい……なにか、おかしくて……」

「おかしくなどない」

　セザールは言って、薄く微笑む。彼の指はそこをいじるように触れてきて、ぐいと突き込まれる。柔らかい肉が押し拡げられて、ミシュリーアはひゅっと息を呑んだ。

「感じるだろう？」

「や、ぁ……、やめ、て……」

「やめて？　そのようなこと、思ってもいないくせに」

　嘲笑うように、セザールが言う。ミシュリーアは身を捩らせて声を上げた。

「本当に、いやなんです……こんな、の……変」

「私を、ヘンタイだと言ったのはおまえだったな」

　震えるような笑い声とともに、彼は言葉を重ねた。

「そう言うおまえも、ヘンタイだな。風呂で洗われているだけなのに、こんなにも濡らして……」

「ぬら、して……」

　ミシュリーアは、咽喉をわななかせた。

「そう、なんです……」

　なおも、揺れる声で彼女は続ける。

「ここ、濡れて……お湯じゃないんです。なんだか、濡れてきて……わたし、変」

「そうか」

「わたしも、ヘンタイなんですか……？　こ、んな……裸で。セザールさまの前で、洩らしたりして……」

「洩らしているというのとは、少し違うな」

　くすくすと、セザールは笑う。笑いながら、秘所に突き込んできた指を深くする。

「ひぁ、ああ！」

「溢れて、当然だ。私に触れられているのだから」

「セ、ザール……さま、だから？」

「ああ、そうだな」

「セザールさまに触れられているから、濡れるのですか……？」

「そうだ」

　彼は、突き挿れる指を増やした。ミシュリーアは大きく身悶えて、セザールの腕の中に身を伏せてしまう。

「ん？　より感じたか？」

「か、んじる……」

　浮かされたように、ミシュリーアはつぶやいた。

「感じます……、とても、気持ちいいの……」

「素直な、いい子だ」

　セザールの手が、ミシュリーアの頭を撫でる。その腕の中、ミシュリーアはひくひくと感じながら全身をわななかせていた。

「そう、これは気持ちのいいことだ」

　髪を撫でながら、セザールはささやく。

「素直に受け止めるんだ……私の存在を、おまえの中に」

「セザールさ、ま？」

　ミシュリーアは、はっと顔をあげる。指ではない、なにか太くて熱いものが脚の間に挿ってきたのだ。

「なに……、これ。なに……！」

「先ほどまで、おまえは見ていたではないか」

　それが、ずくずくと侵入してくる。濡れた蜜肉が押し拡げられ、敏感な部分を擦っていく。熱いものはぬめりに助けられて蜜洞の中ほどにまで挿り込み、くい、と行き止まりを突いた。

「あ、あ！」

「ここは、おまえが純潔である証」

「ひぁ、ああ……あ、あ！」

「ここを、破ってやる」

　恐ろしい言葉を聞いて、ミシュリーアは息を呑む。彼の手が腰にかかって、そしてぐいと突きあげてきた。

「い、あ……ああ、あ……、っ……！」

　ずくん、となにかが押しのけられるような感覚があった。痛みはない。ただ、強烈な違和感があっただけだ。

「ああ、あ……っ、……、っ……」

「痛くはないだろう？」

　ふっ、とセザールの笑いが、耳に吹きかけられる。

「え、ええ……」

　痛くはなかったけれど、しかし湯の中に赤いものが広がるのを目にして、ミシュリーアは大声で叫んでしまった。

「脅えることはない。おまえの純潔を、私がもらった」

「セザール、さまの……ものに？」

　震える声でミシュリーアがささやくと、セザールは言った。

「そう。おまえは、私のものになったのだ」

　その言葉は、ミシュリーアの心に沁み込んだ。今まで汚らしい恰好しか許されない、メイドともいえないメイドだった自分が、王子のもの──それはあまりにも甘い実感で、ミシュリーアはセザールに縋りついた。

「セザールさまの、もの……」

　その言葉を、噛みしめた。痺しびれるように胸に沁み込んでくるその言葉にミシュリーアは酔い、そっと目を閉じてセザールの胸に縋りついた。

「ああ、あ……、っ……ッ……」

　体内のものが、ずくりとなお深くを突く。なにも触れたことのない敏感すぎる媚肉が擦られて、ぴりぴりとした感覚がつま先にまで広がる。

「ひぁ、あ、あ……あ、あ、あ……、っ」

「おまえの中は、心地いいな」

　はっ、と息を吐きながらセザールは言った。

「温かく、包み込んでくる……まるで私を、慰めてくれているようだ」

「慰め……？」

　掠れた声で、ミシュリーアは問うた。

「セザールさま、おさみしいのですか……？」

「ああ」

　彼女の言葉に、セザールは笑う。何度も、ミシュリーアの髪を撫でる。

「そうだな……、さみしいな。私に寄り添ってくれる者は、誰もいない」

「お気の毒です」

　ミシュリーアは、頬をセザールの首もとに擦りつける。

「わたしが、お慰めになります……あなたの、なんにでもなります」

「なんにでも……？」

　セザールの手は、ミシュリーアの背にすべった。繋がったままそこを撫であげられる感覚はたまらなくて、彼女は声をあげた。

「では、おまえは、私の猫になれ」

　そう、ささやく声でセザールは言った。

「私の、愛あい猫びょうだ。おまえの耳も、しっぽも、なにもかも愛してやる」

「猫……」

　その言葉に、ミシュリーアはうっとりとした。

「セザールさまは、ほかに動物を飼っていらっしゃるのですか？」

「いいや、飼っていない。今まで飼ったこともない」

「では、わたしがはじめての猫になるのですね？」

「そうだよ。赤毛に、緑の瞳の、私の猫」

　セザールは背を撫であげてくる。あ、と声が洩れたけれど、こらえてミシュリーアは鳴き声を洩らす。

「にゃああん」

「そうだ……おまえは、私の猫だ」

「にゃああん、にゃああん……」

　男の欲望を突き込まれたまま、男の腕の中でミシュリーアは鳴いた。湯船の中で、そんな彼女をいつまでも撫でながら、セザールは猫の鳴き声を聞いているようだった。





第三章




　毎日、温かい湯を満たした風呂で洗われ、磨かれているミシュリーアの髪も肌も、生来のうつくしさを持って輝いている。

　セザールに従って王都に向かい、ミシュリーアはセザールの城、バルロー城に一室を与えられた。白い壁に、床には緑のタイルが貼ってある。カーテンも深い緑で、窓からは庭園が見渡せた。

「ここは、私の猫の部屋だ」

　セザールが言ったことに、侍女たちは驚きを隠せなかったらしい。息を呑む音が聞こえた。

「このミシュリーアは、私の猫だ。赤毛の、かわいいやつだ」

「はぁ……」

　侍女たちは、セザールの言葉にどう反応していいのかわからないようだ。セザールとミシュリーアを交互に見やっては、眉間に皺を寄せている。

「身のまわりの世話をしてやってくれ。わがままなやつだ、寝床や食べものが気に入らなければ、爪を立てるぞ」

　ミシュリーアが引っ掻く仕草を見せると、侍女たちは呆れた顔をした。ミシュリーアも、セザールの遊びにつきあっていると思っているのだろうか。

　しかし彼が王子で、この城の主であることを示すかのように、誰もセザールの言葉に逆らわなかった。侍女たちは神妙に膝を折り、ミシュリーアはこの部屋の主となったのだ。

「あの……、ミシュリーアさま」

　ひとりの侍女が、声をかけてくる。はい、とミシュリーアは振り返った。

「お食事は、なにを。お召しものは……」

「普通でいいの」

　今にも笑い出しそうになるのを、懸命にこらえながらミシュリーアは言った。

「わたしはセザールさまの猫だけれど、あなたたちの前では人間だわ。あなたたちが、セザールさまの……」

　そこまで言って、ミシュリーアは言葉に詰まった。口もとに手を置き、視線をうろうろとさせる。

「……セザールさまのお側にいるかたを、扱うように。そうしてくれればいいの」

「さようですか」

　侍女の口調に、引っかかるものを感じた。それもそうだろう、王子のもとに侍る女性など、寵姫か、王太子妃か。しかしミシュリーアはただの『猫』だ。身分を与えられるような立場ではない。

（わたしは……何者？）

　胸に手を置いて、ミシュリーアは自問した。

（セザールさまは、わたしと結婚なさるつもりはないのね。わたしのような女など、王太子妃にふさわしくはない……）

　そのことはわかっているけれど、それでも胸はせつなく疼うずいた。そんなミシュリーアの胸のうちなど知らない侍女たちによって、今まで見たこともないくらいの素晴らしいドレスを着せつけられる。

　下着にはレースがふんだんについていたし、コルセットも締められた。ぎゅうぎゅうと締めつけられる感覚には慣れなかったけれど、これに耐えてこそセザールのそばにいることが許されるのだと、懸命に、声をあげたいのも我慢した。

「まぁ……素晴らしいですわ」

　青のシフォンのドレスに包まれたミシュリーアを、侍女は意外だというように見やっている。

「赤の御髪に、青は似合わないと思っておりましたのに」

　似合わないと思っていたのなら、なぜこのドレスを選んだのだろう。そこに侍女たちの悪意を感じた。ミシュリーアは歓迎されている者ではない。そのことをひしひしと感じ取りながら、彼女は笑顔を作った。

「ありがとう。あなたたちの見る目がいいからだわ」

　そう言うと、侍女たちは目を見合わせた。ミシュリーアが怒るとでも思ったのだろうか。彼女たちには意外なのだろうが、ミシュリーアはにこにこと笑顔を作り、鏡に映る青いドレスを喜んではしゃぐように、くるっと一回転ターンをした。

「まぁぁ！」

　ドレスは、うつくしく花開いた。そのさまはミシュリーアの視線を奪い、彼女はいつまでも鏡を見つめていた。

「あら……！」

　侍女たちが、突然居住まいを正す。なにごとかと思ってそちらを見ると、着替えたセザールがやってくる。ミシュリーアが今までに見たことのない豪奢な装いで──違う、あれがセザールの常の衣装で、アダンの町にいたときは質素な恰好をしていたのだということに気がついた。

　それほどに彼は、堂々としていた。黒地に金銀の刺し繍しゅうのされている、ミシュリーアの目をちかちかさせるような衣装をまとって、なんの違和感もない。ミシュリーアは、彼に見とれた。

「ミシュリーア、来い」

　つかつかと歩いてきたセザールは、彼女の腕を取る。青のドレスを褒めてくれないかと思ったけれど、彼は少し目をすがめただけだった。

「今から、退屈な合議だ。おまえがいれば、少しは気が紛れる」

「ですが、わたしなんて……」

「おまえは猫だ、ミシュリーア」

　ミシュリーアの役割を思い出させるように、セザールは言った。

「猫は、私の足もとで丸くなっていればいい」

「にゃああん」

　そう鳴くと、セザールは満足したようだった。ミシュリーアの腰を抱いて、唖然としている従者たちの間を抜けていく。

　隣の棟に入り、廊下を歩いて行く。ミシュリーアはまるで貴婦人のように王子に腰を抱かれているけれど、実のところは猫なのだ。セザールの猫なのだ。すれ違う従者たちは慌てて膝を折りながら、ミシュリーアを見ている。あれは何者かと、訝しい視線を送っている。

　合議の部屋は、ミシュリーアに与えられた部屋よりもずっとずっと広くて、大きな丸卓があった。ずらりと椅子が並んでいて、一番奥にある椅子が一番豪華だった。

「あそこが、セザールさまの椅子ですか？」

　女連れで入ってきたセザールを、大臣らしきひとりが諫いさめている。しかしセザールは笑うばかりで相手にしないのだ。

「そうだ。私はあそこに座って、政務をおこなう。おまえは足もとに座っていろ」

「はい」

　合議なぞさぞつまらないだろうと思うものの、セザールの命令とあれば仕方がない。ミシュリーアはしゃがんで大きな椅子の脇にしゃがみ込み、そこから「にゃああん」と声を立てた。

「そう、それでいい」

　しかしミシュリーアは、いくら小柄だとはいえ成人女性なのだ。うずくまっているのが、入ってくる大臣たちの目に映らないわけがなく、彼らは一様にぎょっとした声をあげた。

「この娘は、いったい何者ですか」

「私の、猫だ」

「にゃああん」

　ミシュリーアが鳴くと、彼らは呆れた顔をする。彼らのそのような表情が楽しくて、ミシュリーアはなおも、にゃあにゃあと鳴いた。

　合議の間には、セザールを合わせて十人の男たちが集まった。髭の男が合図をし、その場はしんと静まりかえる。その様子を、ミシュリーアはじっと見つめていた。

「貨幣の流通には、ある程度の量が必要だ」

　そのうちのひとりが、声をあげた。

「しかしそれを見誤ってはいけない。少なすぎれば物の価値があがり、多すぎれば金きんの価値があがってしまう」

「そういう状況においての、商品の変態系列の連鎖だ。商品が流通することによってその貨幣に直接与えられる運動形態は、貨幣がある所有者の手から別の所有者の手に進んでいくことによって起こる、すなわち貨幣の流通だ」

「それでは、貨幣を流通させるにおいて、どれくらいの量が必要なのか」

「同じ貨幣が一回しか使われなければ、商品総額と同じだけの貨幣が必要だ。しかし貨幣は、何回も所有者を変えて使われていく」

「そこでだ」

　セザールは指先で卓を叩いた。

「流通手段として必要な貨幣の総量は、ある期間に流通する商品の総価格から、同一名目貨幣の平均流通回数を割った数から導き出される」

「ですが……！」

　大臣のひとりが、声を張る。

「それは、机上の空論でしかない。実際の流通は、まだまだ開始段階なのだ。そこを見誤っては、流通が混乱してしまう……！」

「まずは、殿下を信じようではないか」

　大声をあげた大臣の、隣に座っているもうひとりが彼の肩を叩く。

「流通手段としての貨幣には、貨幣商品としての金属部分はなくなり、交換の媒介役として使われる。国には、金を鋳貨に鋳ちゅう造ぞうする仕事が与えられる」

　ほかの大臣が、拳で卓を叩く。

「まずはそれを執行することだ。市場の動きは、それによって把握できる。なに、おかしな動きがあれば、貨幣の鋳造を取り締まればいい。そのためにも殿下はこの数値を考えなさったのだ」

　不服そうな大臣は、セザールを見やる。彼は不敵な表情で大臣たちを見まわしていて、そんなセザールを、ミシュリーアはうずくまりながら見ていた。

（まぁ、なんの話をしているのか、さっぱりわからないわ！）

　ちんぷんかんぷん、とはこのことだろう。理解しようにもその手がかりさえなく、あまりの退屈さに、ミシュリーアは大きく伸びをした。

　セザールの手が伸びてくる。結いあげた髪をがしがしと撫でられ、髪飾りが落ちてしまったけれど、ミシュリーアはなおも心地よく撫でられていた。

















（セザールさまには、いろいろと大変なお仕事があるのだわ）

　その光景をまざまざと見たミシュリーアは、自分が彼に求められた理由がわかるような気がした。

（セザールさまには、癒やしが必要なのね……）

　なおも、男たちは厳しい声で話を続けている。やはり、相変わらず理解できない話だったけれど、ミシュリーアは辛抱強く、椅子の下にうずくまっていた。

「待たせたな、ミシュリーア」

　その声に、はっと目が覚めた。いつの間にか眠っていたらしい。卓のまわりについていた大臣たちは呆れた顔をしてミシュリーアを見ていたけれど、セザールは彼女を抱きあげて、その頬にキスをした。

「きゃ、っ！　セザールさま！」

「終わったぞ。私の棟に来い」

　これが本物の猫ならば、違和感のない光景なのだろう。しかしどうあってもミシュリーアは人間である。そんな彼女を抱きあげて歩いていくセザールを大臣たちが渋い顔で見ていることにはミシュリーアも気づいていて、しかし彼の求めに逆らう気にはなれなかった。

「退屈でしたわ」

　彼の腕の中で不平を述べると、セザールは笑った。

「なにか、楽しいことをさせてくださるのでしょうね？　わたしをあんなに退屈させた、罰ですわよ」

「はは、許せ」

　セザールは、どこ知れない場所にミシュリーアを連れて行く。

「あれも、私の責務だ。仕方のないことだと許しておくれ」

　そこには、大きなベッドが置いてあった。それを目にして、ミシュリーアはぶるりと震える。今からセザールに抱かれるのだろう──そんな彼女のわななきに気がついたのであろうセザールは笑い、彼女をベッドの上に放り出す。

「きゃっ！」

「今度は、おまえの番だ」

　ベッドの上に仰向けになったミシュリーアは、大きく目を見開きながらセザールを見つめている。彼の顔が近づいてきて、くちづけられた──柔らかい唇の感覚に、彼女はほっと息をついた。

「おまえが、私を愉しませる番だ」

「え、ええ……」

　震える声で、ミシュリーアは言った。

「わたしに、できることなら。わたしが、セザールさまのお力になれることなら」

「ああ、なれるとも」

　セザールは、手を持ちあげて指を鳴らした。ぱちん、という音を聞き取ったのか、三人の男たちが部屋に入ってきた。

「な、に……？」

「おまえの、麗しい姿を見せてくれ」

　セザールが、ミシュリーアの髪をかきあげる。頬にくちづけ唇にキスし、その間、男たちの手がミシュリーアの体に這う。

「や、ぁ……、っ……、いや！」

「なにが、いやなのだ」

　嘲笑うように、セザールが言った。

「私の力に、なるのだろう？　私に、おまえの麗しい姿を見せてくれるのだろう？」

「いや、っ……、わたしは、セザールさま、だけに……！」

　しかしなにも言わない男たちの手は、巧みだった。ミシュリーアの襟えりをほどき、腰のリボンを解き、コルセットと下着だけにしてしまう。そんな彼女の腕を取り、皮膚の柔らかいところにくちづけを落としていく男の髪は、セザールよりも濃い金髪だった。

「や、ぁ……こ、んな……、っ……」

「おまえが身悶えているところを、見たいのだよ」

　残酷な口調で、セザールは言った。

「おまえが、何人もの男に犯されて、たまらない声をあげるのを聞きたいのだよ」

「セザールさま、助けて……っ……」

　男の手がミシュリーアの胸もとを引き下げ、ふるりと現れた乳房にくちづける。柔らかいそれをちゅくりと吸われて、びりびりと痺れるような感覚が伝わってくる。

「そうやって、助けを求めるおまえも色っぽいな」

　くすくす、とセザールは低い笑いを立てる。

「もっと、私を求めてみろ。声をあげて、私を欲しがるんだ」

「いぁあ、あ……ああ、あ……、っ……、セザール、さま……」

　かち、かち、と留め金が外れる音がする。まだ身につけることに慣れていないコルセットが取り外され、シュミーズ一枚になってしまう。それさえも剥ぎ取られ、素裸のミシュリーアは、男たちの目に晒されている。

「セザールさま、セザールさま……！」

「ああ、もっと身悶えるといい」

　悦びを隠さない口調で、セザールは言う。

「もっと、もっと見せるんだ。ほら……肌が赤らんでいる。羞恥しているな」

「は、ずかしいの……あたりまえ、です……」

　両の乳房に、男たちの唇が触れる。乳首を、乳にゅう暈うんを吸われて全身がひくつく。柔らかい腿には男の無骨な手が置かれ、ざらりと撫であげられると体の芯がふるふると震えた。

「は、ぁ……ああ、あ……、っ……」

「声に、艶が出てきた」

　嬉しそうに、セザールが言う。

「感じはじめているのだな？　おまえの声を聞いているだけで、私もたまらなくなってくる」

「なら……、なら。セザールさま、が……」

　ひくっ、と咽喉を鳴らしながらミシュリーアは声をあげる。

「セザールさまに、抱かれたい……セザールさまが、いいの……！」

「かわいいことを言う」

　なおも彼は、手を出さない。男たちが乳首を吸い、肌を撫で、腿を持ちあげる。脚の間はぴちゃりと微かな音を立て、そこが濡れていることが自分でもわかる。

「私の手がなくても、濡れているではないか」

　そう言われて、かっと頬が熱くなった。自分の体の反応は、自分が一番よくわかっている。秘所には男の吐息がかかり、それにミシュリーアは大きく反応した。花びらに舌を這わされて、ひくひくと下半身が震える。

「いぁ、あ、あ……あ、あ……、ああ、あ！」

「ああ、艶めかしい声だ」

　うっとりとしたように、セザールが言う。

「もっとだ、ミシュリーア……もっと、おまえの声を。体をうねらせてみろ」

「っああ……ん、んっ……っ……」

　ミシュリーアの腰は捻られて、そんな彼女の下半身を男がつかまえる。大きく足を拡げさせられた。その間にも上半身を襲う男の指と唇は止まらずに、秘部からはどくどくと蜜が垂れ流れた。

「感じていると、言ってみろ」

　セザールが、身分にふさわしい口調で言った。

「どのように感じているか……私に聞かせろ」

「あ、あ……、っ、……、っ……」

　男に花びらを咬かまれ、その衝撃に体を跳ねさせながらミシュリーアは声を洩らした。逃げようとしても男の力は強く、しっかりと掴まれて身動きができない。

「だめ……、こ、んなの……っ、……」

「この、ような？」

　セザールが、笑いを込めてそう呟いた。その声に感じさせられる。男はミシュリーアの秘所を舐め、なおも咬み、彼女をたまらなくおかしくさせる。

「どう感じているのだ……？　私に、聞かせろ」

「あ、……、っ、……から、だが……びりびり、して」

　精いっぱいミシュリーアは、声を紡いだ。

「ゆびさ、き……、まで。おかしくなる……たまらないの……！」

「そう言うおまえの姿は、本当に麗しい」

　舌なめずりをしながら、セザールは言う。

「真っ白な体が跳ねて、魚のようだな。早く、食らいたくてたまらない……」

「あ、……やく、食べて」

　ぎゅっと両の乳房を掴まれて、乳首を吸われる。秘所から溢れる蜜を啜られて震え、ますます大きな声があふれ出る。

「セザールさまに、食べてほしいの……！」

「ふふ」

　再びセザールが、指を鳴らす。男たちが遠のいて、ミシュリーアは大きく息をついた。

「すっかり蕩けたか？　ミシュリーア」

「あ、あ……、ああ、あ……」

　彼女の顎をセザールは掴み、ぐいと上を向かせる。震える唇に彼はくちづけ、たらたらと流れる蜜を啜りながらキスを深くしてくる。

「ん、ぁ……ああ、あ……、っ……」

　ミシュリーアは手を伸ばし、セザールにしがみつく。ぎゅっと抱きつくと、舌が挿り込んできた。歯茎と舌を舐められ、ぞくぞくとしたものが全身を走る。舌はさらに深くを探り、ふたりのそれが絡み合う。ぴちゃぴちゃと音を立てながら、男と女がひとつになっていく。

「ああ、あ……あ、あ、あ……、っ……」

　セザールの手が、すっかり熟れているミシュリーアの体を這う。肌を撫であげられてぞくりと震え、ますます蕩けていく自分の体を思い知った。

「も、っと……もっと」

「もっと、なんだ？」

　意地の悪い口調で、セザールはささやく。ちゅ、ちゅく、とくちづけを奪いながら、その手は乳房に触れて、揉んできた。男たちの機械的な動きとは違う、温かさの伝わってくる感覚にミシュリーアは息をつき、しかし刺激はなおも激しかった。

「もっと、触れて……感じるところ、もっと。セザールさまの手で、感じさせて……」

「かわいいことを言う」

　ちゅっと音を立てて、くちづけがほどける。あ、と追いかけるミシュリーアを抱きしめてベッドに縫い止め、彼の唇は咽喉にすべった。肌を、音を立てて吸いあげながら胸に、みぞおちに、腹部に、そして淡い茂みにそっと唇が寄せられる。

「は、ぁ……、っ……！」

　そこは甘く疼いていて、早く、早く、とセザールを求めている。男たちに溶かされた秘所はすでにぐちゅぐちゅと音を立て、体の奥から蕩けていってしまいそうだ。

「そ、こ……！」

　たまらず、ミシュリーアは声をあげる。セザールの肩に手を置き、自ら誘うように脚を開いた。

「ふふ……甘い匂いがするな」

「や、ぁ……、っ……」

「熟れた匂いだ。おまえの体が、私を求めている匂いだ」

「あ、なたを……求めて、るの……！」

　自ら手を伸ばし、指で花びらを開く。セザールの目には、ぱくりと開いたミシュリーアの花が映っているはずだ。それがどのようなものなのかミシュリーアは見たことがないけれど、セザールが凝視していることから、彼を魅了できるものだということを理解していた。

「どうしてほしい？　触れようか、舐めようか」

「あ、……触れて。舐めて……！」

　身悶えながら、ミシュリーアは叫んだ。

「あなたに、愛してほしいの……もっと、もっと……深く、まで」

「愛しているよ、私のかわいい猫」

　その言葉にミシュリーアは、はっとした。そう、自分は猫なのだ。セザールの愛猫であり、彼の足もとに侍ることを許された存在なのだ。

「ん……にゃあ、……ああ、……あ」

　ミシュリーアが鳴くと、セザールは満足そうな息を吐いた。そのまま秘所にくちづけ、花びらを舐める。同時に指が一本挿って来て、ちゅくりと濡れた柔らかい肉をなぞった。

「や、……ああ、あ……、あ、あ……あ！」

「猫だろう、おまえは」

　責めるように、セザールが言った。

「にゃあ、と鳴け。悦んで、声をあげるのだ」

「にゃ、にゃ……あ、あ……、っ……」

　じゅく、じゅく、と濡れた音を立てて指がうごめく。内壁からどくどくと蜜が溢れ、臀を伝って流れていく。

「にゃあん、あん、……、っ……ん、んっ」

　挿り込む指が二本に増えた。それは体内でてんでに動き、敏感な肉に激しい刺激を与える。ミシュリーアは腰を捩らせて声をあげ、ベッドがぎしぎしと音を立てた。

「ふぁ、あ……ああ、あ……、っ……！」

「にゃあ、だろう？」

　くすくすと笑いながら、セザールが言う。彼はいったん指を引き抜き、ミシュリーアに空虚な思いをさせた。ぺろりと指を舐める仕草があまりにも艶めかしくて目を奪われ、すると彼は目を細めて笑った。

「鳴け……おまえは、私の猫だ」

「にゃ、にゃ……あ、……ああ、あ！」

　指がまた突き込まれ、てんでに中をかき乱す。腹の奥が熱くなって、痺れが体中を襲った。そのもどかしさに身を捩って逃げようとすると、伸びてきた男たちの手が、ミシュリーアの体を支えた。

「ほら、この者たちも我慢できないようだ」

　くすくすと、セザールが笑う。

「おまえが私の猫であることを忘れれば、この者たちが、おまえを犯す……それは、いやだろう？」

「ひ、っ……」

　見知らぬ三人もの男たちに、犯される想像が頭を駆け抜けた。ぞっと体を震わせると、セザールがくちづけてくる。

「おまえは、懸命な娘だ」

　ちゅ、ちゅ、と唇を押しつけながら、セザールはささやく。

「自分がどうすればいいのか、わかっているな？　おまえは……なんだ？」

「あ、……なた、の……、猫、です」

　にゃああん、とミシュリーアは声をあげた。

「あ、お願い……挿れて。挿、れて……わたしを、あなたでいっぱいにして……」

「猫は、よけいなことは言わないものだ」

　そう言ってセザールは体を起こす。はっとして目を開くと、愉しげに微笑んでいる彼の表情が目に入った。

「おまえは、にゃあにゃあ鳴いていればいい……私の腕の中で、な」

「あ、あ……ああ、あ、……、っ……！」

　両脚を拡げさせられる。彼の体がのしかかってきて、指を突き込んだまま彼自身が挿ってきた。

「いぁ……ああ、あ、……、っ……！」

「ミシュリーア」

　窘めるような声に、息を呑む。「にゃあ」と声をあげて、するとぞくぞくとする感覚が大きくなるような気がする。

「にゃ、あ……ああ、あ……、っ……」

「あの者たちに、犯されるのがいいか？」

　はっ、と乱れた呼気とともにセザールが言う。

「それとも、私にされるのが……？　私に、こうやって……」

「あ、あ……ああ、あ、……、っ！」

　ミシュリーアは手を伸ばした。セザールの肩に手を置いて、抱き寄せる。

「あなたが……、セザールさま、が……にゃ、にゃあ、ああっ！」

「それでいい」

　満足げにセザールは熱い息を吐き、ずん、と指ごと自身を突き挿れてくる。

「おまえは、私の猫だ……」

「いぁ、あ、あ……にゃ、……あ、あ……、っ……！」

「私だけを愛する、私だけに懐いている……猫だ。私の、私だけの……」

「っ、あ……ああ、あ……、っ……！」

　ずくん、と柔らかい肉を突きあげられる。擦られる感覚に、甘い声が洩れてしまう。それさえも自分のものにしようとするかのようにセザールはくちづけ、舌を絡め、同時にずんずんと腰を突きあげる。

「あ、や……、っ、……、っ……」

　腰を揺らされて揺れる乳房は、あの男たちがくちづけてくる。きゅうと乳首を吸われ、すると内壁がひどく疼いた。

「ふふ……やはり、この者たちに愛撫されるといいらしいな」

「っあ、あ、あ……ちが、……、っ……」

　身を仰け反らせて、ミシュリーアは声をあげた。男根を受け挿れる媚肉はひくひくとわななき、彼女の感覚をすべて支配してしまう。同時に胸を吸われ肩にくちづけられ、逃げようもなく追いつめられた。

















「おまえの中が、きゅうきゅうと締まってくる……」

　はっ、とセザールが満足げな声をあげる。

「私をおかしくして、どうする……？　猫の、くせに」

「い、にゃっ……っああ、あ……、あ！」

　指ごとずくりと引き抜かれる。すべてが出て行ってしまい、しかし同時に乳首を強く吸われて四肢が強ばり、そこにまたセザールが挿ってくる。

「うにゃ、……にゃ、にゃ……、っ……！」

「かわいい娘だ」

　満足そうな声音で、セザールは言う。

「私のために、存在する娘だ。私の……すべて、私のために」

「そ、そう……です、っ……！」

　掠れた声で、ミシュリーアは答えた。

「わたしは、あなたの……猫」

　にゃあ、とミシュリーアはことさらに大きく鳴いた。

「あなた、だけの……猫、です」

「ふふ……、それでいい」

　ああ、あ、とミシュリーアの声があがった。男たちによって剥き出しの肩に歯を立てられ、両の乳首を吸いあげられ、そしてセザールに下肢を突きあげられている。唇はセザールのくちづけで蜜にまみれ、感じるところをすべて刺激されてミシュリーアは鳴いた。

「うにゃあ、ああ……ん、っ……、っ……！」

「おまえの奥を、汚すぞ」

　乱れた声とともに、セザールがささやいた。

「おまえの、もっともうつくしい姿を見せろ……背を反らせて、すべてを私に見せるのだ」

「ひぁ、あ、あ……あ、あ、……、っ……！」

　どく、どく、と熱いものが体内に注ぎ込まれるのがわかる。それを受け止めながら、ミシュリーアは自分のつま先が強く反るのを感じた。

　目の前に白い星が散る。意識が淡く弾けていくような情感があって、自分が自分でなくなっていくような現象にミシュリーアは溺れた。

「あ、あ、……っ、……、っ……」

　どろりとした熱いものが、腹の奥に流れていく。それに敏感な肉を焼かれるような感覚を受け止めて、大きく何度も身を震った。

「っあ、あ……、あああ、あ……、っ……！」

「ミシュ、リーア」

　掠れた声で、セザールが名を呼ぶ。にゃあ、と声をあげ直し、彼を抱きすくめる。繋がった部分はひくひくと反応し、放ったはずの彼が、再び力を得るのを感じた。

「あ、また……」

「おまえが、あまりにも愛らしいからな」

　ふふ、とセザールは耳もとでささやく。それにも感じさせられて、ミシュリーアは何度もびくびくと震えた。

「ほら、またしてやろう」

「あ、あ……、っ……、ん、にゃ……っ」

「おまえの、もっと奥を抉えぐってやろう。深いところに、また注いでやる……」

「んぁ、あ……あ、あ、……、ッ……にゃ」

　ずん、と深くを突かれると腹の奥が激しく反応する。内壁が痙けい攣れんする感覚を味わいながら、ミシュリーアはなおも声をあげる。にゃあ、にゃあ、と猫の真似をするのが、セザールは気に入っているようだ。

「もっとだ、もっと鳴け……猫の、ようにな」

「ひぃ、い……っ……、あ、あ、……、あ……！」

　彼自身はミシュリーアの中で大きくなり、その質量に耐えがたく逃げようとする。しかし腰はセザールに押さえられ、また腕を背を男たちに支えられて、逃げることは叶わない。

「ミシュリーア……」

　掠れた声で、セザールがささやく。

「おまえの中を、また汚す……おまえを、私の色に染める」

「ん、んっ……んぁ、あ、あ……ああ、あ、あ！」

「猫だろう、おまえは」

　はっ、と大きく目を見開くのと同時に、体内にまた熱液が流れ込んでくる。腹の中がいっぱいになって、苦しい。呑み込みきれなかった淫液が、繋がった場所からたらたらとこぼれる。その感覚に、また感じさせられた。

「ふぁ、あ……あ、あ、……、っ……」

　セザールが、荒い息をつく。ミシュリーアにちゅっとキスをして、体を遠ざけた。彼の温もりを失ってふるりと震え、薄く目を開けると、欲望に濁った紫の瞳が、ミシュリーアを見つめていた。

「私の、猫」

　甘い声で、彼はささやく。

「私だけの、かわいい猫……どうしようもない、愛おしさだ」

「セザール、さま」

　彼に抱きすくめられて、求めた体温を感じさせられて。ミシュリーアは、大きくぞくりと震えた。そんな彼女に、セザールはくすくすと笑う。

「セザールさま、セザールさま……！」

「私の猫は、言葉など知らないはずだが？」

　唇を重ねたまま、セザールはつぶやいた。

「にゃあ、といえ。鳴くんだ……本物の、猫のようにな」

「にゃ、あ……ああ、ん、……」

　いまだ繋がった部分が、ひくひくとわなないた。その感覚になおも性感をもよおし、ミシュリーアはあえかな声を洩らす。

「ミシュリーア」

　セザールは、愛おしいといわんばかりに名を呼んだ。

「私の、猫。私だけの、愛おしい猫……」

「にゃ、あ……、っ……っ」

　ふたりの淫らな声は絡み合い、いつまでも部屋に、響いていた。







　風呂を使ったあとの、手の甲をぺろりと舐めてみた。

　すると、毛繕いをする猫になったような感覚がある。そんなミシュリーアを侍女が気味悪そうに見ていたけれど、ミシュリーアはセザールの猫なのだ。毛繕いをするのはあたりまえだし、にゃあと鳴くのもあたりまえだ。

「セザールさまは、どこ？」

「今は、執務室にいらっしゃるお時間ですけれど」

「そう」

　薔薇の香りのする体を、白いドレスで包まれる。髪をまとめて全身をきれいに整えてもらうと、ミシュリーアはぺたぺたと足音を立てながらセザールのもとへ向かう。

「セザールさま」

　執務室の前を守る衛兵は、ミシュリーアを見ていやな顔をしたけれど、彼女の行動を邪魔はしなかった。彼女は部屋の中に入り、卓に向かってペンを走らせているセザールの足もとにうずくまった。

「にゃああん」

　しかしセザールは答えない。ミシュリーアは指先で、かりかりと彼の靴を引っ掻くけれど、セザールはなにも感じていないかのようだ。

「にゃあ、ああん」

　ことさらに大きな声をあげても、セザールは真剣な顔で書簡に向かっている。彼の傍らには髭の大臣が控えていて、ときおり低い声で会話をする。しかし相変わらず、ミシュリーアの存在は無視されたままなのだ。

「にゃあ……、にゃあ」

　ミシュリーアは、セザールのくるぶしに指をかけ、下衣の裾を引きあげた。現れた部分に、軽く歯を立てる。

「……っ！」

　セザールが微かに声をあげたことにいい気分になったけれど、しかし彼は執務をやめようとしない。なおもペンを走らせ、書簡に目をとおし、大臣と話している。

「にゃっ！」

　引っ掻いていたくるぶしに、噛みついた。歯を立てながら上目遣いにセザールを見あげると、彼はミシュリーアを睨みつけている。今さらになって、邪魔をして悪かったかという気持ちが湧きあがってきた。

「だって、セザールさまが……！」

「にゃあ、だろう？」

　セザールは軽く足を蹴り、ミシュリーアを足先であやした。ミシュリーアは彼の足をつかまえようと懸命になり、抱きついては「にゃああん」と鳴く。

「執務は、もうすぐ終わる。それまでおまえは、あの者たちと遊んでおいで」

「あの者？」

　ミシュリーアが体を起こすと、先日ミシュリーアの体をもてあそんだ、三人の男たちがいた。あのときのように乱れた恰好はしていないものの、確かにあのときの男たちだった。

「……あ」

　ミシュリーアはたじろいだ。しかしセザールは、にやりと笑っただけだ。彼はぱちりと指を鳴らした。すると男のひとりが、ミシュリーアを抱きあげる。

「きゃ、きゃっ！」

「おとなしくなさいませ」

　そう言われてミシュリーアは、はっとした。彼らが話すのを聞いたのは初めてであるような気がする。彼らも生きている人間なのだ、ということを、ミシュリーアは初めて実感した。

　助けを求めて見てみれば、セザールは目を細めてこちらを見ている。そのままミシュリーアは運ばれてしまい、今まで入ったことのない大きなベッドのある部屋に連れて行かれた。

「いやっ、いやっ！」

「殿下のお望みです、抵抗なさらぬよう」

　やはり、以前はなにも言わなかった男が口を開いた。ふたりとも声が似ている──まるでセザールのようだ。ふいにミシュリーアは、この男たちはセザールの影武者を務めることがあるのではないかと思った。

「あ、ん、っ……」

　ベッドに沈められ、両肩にキスをされた。そこはミシュリーアも知らなかった彼女の性感帯であるらしく、唇を押し当てられるだけでひくひくと反応してしまう。

「い、ぁ……ぁ、あ、……あ」

　焦らすようにゆっくりと、ドレスを脱がされる。もうひとりが、まろび出た乳房を撫でた。ぎゅっと掴まれて腰が跳ね、そのまま乳首にくちづけられる。

「あ、あ……あ、あ！」

　片方を強く吸いあげられて、もう片方は指で抓まれる。きゅっと捻られて腰が跳ね、それを大きな手で押さえられた。

「んぁ、あ……、あ、あ……あ！」

　腿を撫であげられる。ざらりとした手の感覚が心地よくて、ミシュリーアは大きく震えた。そんな彼女の反応を愉しむように男たちは肌に触れ、敏感な部分を刺激して、彼女を追いあげていく。

「や、ぁ……やめ、て……、はな、して……」

　男の唇が、ミシュリーアの肌を辿っていく。肩を、二の腕を、肘を、そして手に、指先に。キスは優しい愛撫だったけれど、しかしその主はセザールではない。ミシュリーアは、彼の猫なのだから厭いやがって当然だ。

「ちが……ああ、あ……っ……」

　指先にくちづけられる。ちゅ、ちゅ、と音を立てて指一本一本にキスされて、体が熱くなってくる。腹の奥から迫りあがる熱にぞくりとしながら、ミシュリーアはセザールではない手を拒否しようとする。

「や、ぁ……、ああん、セザール、さま……！」

　しかし彼は現れない。男たちは乳房を、乳首を、みぞおちを下腹部を愛撫し、そしてひとりが腿に触れる。ぐいと押し拡げられて、両脚の間がひやりとした。そこがもう濡れていて、男の愛撫を待っているのだということが自分でもよく感じ取れる。

「んぁ、あ……ああ、にゃあ……」

　彼が常に求めるように、猫の真似をすればセザールが現れるかと願った。いくら似ているとはいえ、セザールではない男たちに高められるのはいやだ。彼らがいくら巧みであろうとも、感じてしまっていることを知られるのはいやなのに。

「ああ、セザールさま……、にゃ、にゃあ、にゃあ！」

　新たな声が溢れた。拡げられた脚の間に、男がくちづけたのだ。腿に、花びらに、そして秘芽に。同時に三箇所を刺激されてミシュリーアは大きく身を仰け反らせ、裏返った声をあげた。

「ああ、だめ……、そ、こ……、っ……！」

　しかし花びらが膨らみ芽が尖り、蜜を垂らしているのは隠しようのない体の反応だった。男たちはミシュリーアのもっとも弱い部分に吸いつく。まるで花の蜜を吸う蜂はちのようだ。

「んぁ、あ……だ、め……だめ……！」

　秘芽を舐めあげられ、同時に舌先が包皮をめくるように動いた。より敏感なところを刺激されて、ミシュリーアの脚がひくひくとうごめく。

「そ、んな……ところ。だめ、……おかしく、なる」

　咽喉を引き攣つらせながら、ミシュリーアは声をあげた。びくん、びくん、と秘所が反応して、頭の中が真っ白になる。目の前が見えなくなって、ただただ愛撫される感覚だけが鮮やかになる。

「あ、おか、し……、っ……、っ！」

　ああ、とミシュリーアはひときわ高い声をあげた。体中をなにかが通り抜けて、そして脱力する。それでも男たちの愛撫はやまず、彼女の脚は大きく拡げさせられ、なおも深いところに舌が挿り込む。

「や、ぁ……、ぁ、……あああ、あ……」

　二枚の舌が、蜜口に忍び込む。柔らかい肉を舐めあげられ、そこから体が蕩けていきそうになる。懸命に体に力を入れるとますます愛撫を感じ取ってしまって、どうしようもない感覚にミシュリーアは泣いた。

「だめ、だめ……、セザール、さま……！」

「もう限界か、ミシュリーア？」

　聞き慣れた声に、はっと顔をあげる。そこには目を細めたセザールの顔があって、反射的にミシュリーアは彼に手を伸ばした。

「セザール、さま……」

　手を、彼にぎゅっと掴まれる。伝わってくる温もりにほっと息をつき、しかしなおも男たちは愛撫を続けて、ミシュリーアの体はふるふると震える。

「はぁ、あ……あああ、あ……、っ……」

「それほどに、感じているではないか」

　冷やかすように、セザールが言った。

「その者たちにされているほうが、いいのではないか？　そのほうが、悦べるのではないか？」

「違う、ちが、う……！」

　声を嗄らして、ミシュリーアは叫んだ。

「セザールさまがいいの、セザールさまの、を……挿れて」

「かわいい子だ」

　ふっ、と小さくセザールが笑った。

「私がいいのか？　私に、挿れられるのを待っているのか？」

「ああ、待って……る……」

　ふるふると、全身をわななかせながらミシュリーアは声をあげた。男たちの舌が、敏感な部分を舐める。同時に秘芽を咬まれて、ひくりと下肢がひくついた。

「早く、セザールさま……早く！」

「おまえは、私のなんだったかな？」

　焦らす口調で、セザールが言う。ミシュリーアは、はっと息を呑んだ。紫の瞳はじっと彼女を見つめていて、その自覚を促そうとでもいうようだ。

「にゃあ、あ……」

　震える声で、ミシュリーアは言った。

「んにゃ、にゃ……ああ、あ……ああ、あ、あ！」

「そうだな。おまえは、私の猫だ」

　セザールは、その大きな手でミシュリーアの髪を撫でた。何度も撫でられて、心が落ち着いてくる。そんな彼女の反応に合わせるように、男たちが体を解放した。ベッドの上、とろとろに蕩けた女の体をセザールが撫であげる。

「ひぁ、あ……あ、あ……、っ……！」

「そうではないだろう？」

　窘めるように、くちづけをしながらセザールが言う。

「おまえの声が聞きたい。もっと、いい声を聞かせろ……」

「にゃああ、……にゃあ、あ……、ああ……！」

「そうだな」

　満足そうにそう言って、セザールがベッドに腰を下ろす。ぎしっと鳴った音がミシュリーアの体の芯に響き、その感覚にぶるりと震えた。

「おまえは、私の猫……」

「んにゃ……ああ、あ……、あっ……」

　セザールは髪を撫で、肩を撫で、乳房を掴んでぎゅっと力を込める。その痛みにミシュリーアは反応し、乳首に伝わってくる感覚が全身に広がるのを感じていた。

「ああ、……セザール、さま……」

「もう、蕩けているようだな」

　彼の手は下肢にすべり、開いたままの脚に触れる。濡れた秘所をひちゃりと刺激され、大きく反応してしまう。

「いぁ、あ、……ああ、あ……、っ……！」

「ここも、もう蕩けている」

　彼の指には、ミシュリーアの蜜が絡みついているだろう。それはセザールの動きによってなおもとろとろと溢れ、彼女を羞恥に追いやってしまう。

「ここを、どうしてほしいのだ？」

　花びらの端をなぞりながら、セザールがささやく。

「触れてほしいか？　舐めてほしい？　それとも、挿れてほしいのか？」

「挿、れて……！」

　疼く肉を持て余しながら、ミシュリーアは叫んだ。

「挿れてほしいの、セザールさまの……挿、れて……」

「違うだろう？」

　指先で、秘裂の柔らかさを味わいながらセザールは言う。

「おまえには、おまえのねだりかたがあるはずだ。おまえらしく、甘えてみろ？」

　ふるり、とミシュリーアは咽喉を震わせる。両手を持ちあげて耳の横に置き、セザールを手招くようにした。

「にゃ、あ……ああ、あ……、ん、……」

「よくできたな」

　セザールは微笑みながら、ミシュリーアにキスをする。その甘い感覚にミシュリーアは表情を蕩かせ、そんな彼女を愛おしむようにセザールはちゅ、ちゅ、とキスを繰り返す。

「んにゃ……、セザールさま……、は、やく」

「ああ」

　彼はミシュリーアの脚を持ちあげ、秘所に自身を押し当てる。いつの間にか衣を緩めたらしい彼は、蜜にまみれた彼女の体を一気に貫いた。

「っああ、あ……ああ、あ……、っ……！」

　内壁が擦られる。じゅくん、と艶めいた音がして、ふたりが繋がったことがわかった。そのことに満たされた思いを抱きながら、しかし淫らな交わりははじまったばかりだ。

「んぁ、あ、あ……ああ、あ……、あ、あ……っ」

「ふ、っ……」

　ずん、と深い部分を突かれる。引き抜かれて柔らかい肉を擦られ、そしてまた突かれた。しかしまだ最奥までは届いておらず、そのことがもどかしい感覚を生み出す。

「もっと、もっと」

　浮かされたように、ミシュリーアは声をあげる。

「もっと、深くまで……わたしを、もっと……」

「ミシュリーア」

　窘めるような声に、はっとする。にゃあ、と鳴くと、彼は満足そうにまた深くを突いてきた。

「ひぁ、あ……ああ、あ……、ん、……、っ」

　声が止められない。感じるだけ嬌声が溢れてしまう。ミシュリーアは手を伸ばしてセザールに抱きつき、縋りついてはなお声をあげた。

「んぁ、あ、あ……ああ、あああ、あ！」

「ああ……」

　満足そうに、セザールは深い息をつく。

「おまえの中は、本当に心地いい。からめとられてしまいそうだ」

「もっと、もっと……感じて……？」

　体を擦りつけながら、ミシュリーアは甘えた声をあげる。繋がった部分は彼の硬さに苛さいなまれてごりごりと擦られ、痛いほどの感覚がたまらない快感を生み出している。

「わたし、で……感じて。わたしで、もっと……」

「おまえの中は、心地いい、が」

「ひぁ、あ、あ……、あ、あ！」

「おまえが猫だと思うと、もっと感じるな……鳴いてみろ、もっと大きな声で」

「にゃ、あ……にゃあ、にゃ！」

　精いっぱい猫の鳴き真似をすると、セザールは満足そうな吐息をついた。そのままぐいと突きあげられ、引き抜かれては、ずるずると折り重なった内壁を擦られる。敏感な部分を刺激されて、快感に喘ぐ咽喉に、男の歯が食い込んできた。

「んぁ、あ、……ああ、あ……あ、あ……」

「痛いのも、感じるだろう？」

　歯の痕を舐めながら、セザールはささやく。

「ここを咬むと、おまえの中が……」

「んにゃ、ん、んんっ、っ！」

「ほら、きゅっと締まった。中がうねって、私を歓待している……」

「ああ、……、だ、って……、だって」

　彼の腰に脚を絡ませ、引き寄せる。するとさらに深くを突かれ、甲高い声が洩れる。

「あ、あ、……ああ、あ、……、っ……！」

「ミシュリーア……？」

　セザールの声に、はっとする。迫りあがる性感をこらえて、新たな声をあげた。

「にゃああ、あ……ああ、あ、……、ッ……」

「そうだな、それでいい」

「あふ、あ……にゃ、……ああ、あ、……っ」

　ふたりの体は深く繋がって、引き抜かれて離れ、また深々とひとつになる。最奥を突かれて全身が震え、つま先までがわななくのと同時に、ぞくりとする感覚が貫いた。

















「ああ、あ……、っ、……だ、め……」

「なにが、だめだ？」

「達く……、達、く……！」

　ぶるり、と大きく身を震った。小刻みな痙攣が全身を走る。あ、あ、と声をあげながらミシュリーアは達した。しかしセザールはなおも彼女を激しく突く。

「だめ、達ってる、の……」

「もっと、もっと達くといい」

　彼は手を伸ばし、ミシュリーアの腰を撫でる。下肢をつかまえるとずん、と突き、さらに感じる部分を擦りあげ、性感を大きくする。

「おかしくなるまで、達け。私の、腕の中でな……」

「ひぁ、あ……にゃ、あ……ああ、ん、……、っ！」

　大きく仰け反るミシュリーアの体を抱きしめ、彼女の体の最奥に、セザールは自身を放つ。熱すぎる淫液が体内に撒き散らされ、白い体が何度もひくひくと震えた。

「にゃ、あ……ああ、あ……ん、……」

　頭の芯までが、かっと熱くなる。放った彼はなおも硬くミシュリーアの体内にあって、ひく、ひく、と欲情にわなないている。

「まだだ……、ミシュリーア」

　掠れた声で、セザールはささやく。

「もっと、おまえを味わわせろ。おまえが私のものだと、実感させろ……」

「わ、たしは……」

　ひく、と咽喉を震わせながら、ミシュリーアは声をあげる。

「あなたの、ものです……セザールさまの、もの……」

「ふふ」

　彼は満足げに笑って、そしてそのまま突きあげる。これ以上は、と思える限界を上書きしてさらなる快感を与えられ、ミシュリーアはなおも甲高い声をあげた。

「あ、あ……ああ、あ……、っ……」

「ミシュリーア……、私の、猫」

　セザールの声が、体に沁み込む。いつの間にか頭の中は真っ白になっていて、自分がどこにいるのか、なにをされているのかすらわからなくなる中、彼の言うことだけを受け止めていた。

「猫……、私の、猫」

「にゃあ、あ……、ん、……、っ……」

　ふたりの声が、絡み合う。ひとつになって、この淫らな空間に広がる。それを遠く、聞いていた。





第四章




　ミシュリーアは、淡いピンクのドレスが汚れるのも構わずに、四つん這いで歩いている。

　それを見て、城を行き交う従者たちは苦い顔をしている。それが、最初のころは気になった。しかし今では、自分はセザールの猫だという誇りがある。だからこそミシュリーアはこの城にいる権利があり、こうやって歩きまわることを許されるのだ。

「にゃああん」

　食事は、セザールとともに摂る。セザールはミシュリーアに「あーん」をさせて、シチューやビスケット、サンドイッチにフルーツ・パイを食べさせてくれる。

「おまえは猫なのに、肉を好まないのだな」

「にゃああん……」

　ミシュリーアは、眉をしかめた。肉はほとんど食べたことがないのだ。アダンの町にいたころは、食べるものはパンと、薄い野菜スープばかりだった。肉など口にしたことはなく、調理するときも腥なまぐさい匂いを吸い込まないように息を止めていた。

「魚なら、食べるか？　ほら、鱒ますの煮つけだ。これならいけるだろう」

「にゃっ、にゃっ」

















　セザールの食べるものは、皆冷えている。猫としては歓迎すべきことなのだろうが、いくらミシュリーアが貧しい食事しか知らなかったとしても、温かいもののほうが美味しいことはわかっている。

「セザールさまのお食事は、なぜみんな冷たいの？」

　自分が猫であることを忘れて、尋ねたことがある。

「シチューは、温かいほうが美味しいわ。私が温めてさしあげましょうか？」

　そう言ったけれど、セザールは苦々しく笑っただけだった。

「王族は、皆こうなのだよ」

　そう言ったセザールに、ミシュリーアは首を傾げた。彼はそれ以上を言わずに微笑み、ミシュリーアにサイダー・ケーキのひとかけらを食べさせてくれた。

「どうして、王族は温かいものを食べられないの？」

　ミシュリーアは、猫だ。セザールの寝室から台所まで、どこにでも立ち入ることができる。

　台所働きの娘たちが、食器を洗っているのを見ながらミシュリーアは問うた。すると彼女たちは、楽しそうにくすくすと笑い合うのだ。

「どうして笑うの？」

「あなた、本当になにも知らないのね」

　そのうちのひとり、真っ黒なブルネットの少女が言った。

「王族の食事は、毒味をされるのよ。万が一のことがあったら困るでしょう？　何人もが毒味をしている間に、冷えてしまうの」

「毒……？」

　ぞくり、とミシュリーアは背を震わせた。そんな彼女を見て、娘たちはまた笑った。

「そのような、危険があるの？」

「セザールさまは、立派な王子さまだし。狙われている危険があるというわけではないのよ。でもね」

「そういう風習だっていうこと？」

　ミシュリーアが言うと、娘はうなずいた。むむ、とミシュリーアは考え込む。

「ねぇ、台所が空いたら、わたしに料理をさせて？」

「あなた、セザールさまに温かいものを、とか考えてるんじゃないでしょうね」

　別の娘が、驚いたようにそう言った。

「気持ちはわかるけれど、そういうのって、セザールさまには迷惑だと思うわ」

「どうして？」

「だって、一度温かいものを食べてしまったら、ほかの冷たいものが味気ないじゃないの。かえってお気の毒だわ」

「だったら、わたしがずっと食事を作ってあげるわ！」

　ミシュリーアは声をあげた。

「朝も夜も、わたしが作ってあげる。わたしが毒を入れるわけはないんだから、それでいいんじゃないの？」

「ところが、そう考える人ばかりではないのよ」

　ブロンドの娘が、考え深い顔をして言った。

「あなたは、こう言ってはなんだけれど、どこの誰ともわからない人だわ」

　ぐっと、ミシュリーアは言葉に詰まった。

「あなたが悪い人ではないのはわかっているけれど、もしかしたらどこかの間かん諜ちょうだとか。考える人も、いるのよ」

「間諜……」

　聞かされた難しい言葉に、唖然としてしまう。自分が間諜だと疑われているなんて考えたこともなかったけれど、疑う者があることにはうなずかざるを得ない。

「それに、あなたは猫でしょう？」

　娘たちの言葉にミシュリーアは、はっとした。

「猫の仕事は、食事を作ることではないはずよ。セザールさまがあなたを猫として連れてきた……その意味を、考えてみて？」

「そ、うね……」

　ミシュリーアはうなずいた。うなだれたまま台所を出て、王宮の廊下を歩く。重ねた敷布を運んでいる侍女にぶつかりそうになって「にゃっ！」と叫んでしまい、セザールの前だけではない、猫としての自分が沁み込んでいるのだと実感した。

「どうした、ミシュリーア」

　セザールの私室で、暖炉の前に寝転んでいると彼が声をかけてきた。仰向けになり、両手の拳を握って「にゃあ」と答える。

「退屈なのか？　そうだ、友達を連れてきてやろうか？」

「ん、にゃ、にゃっ！」

　ミシュリーアは、大きく首を横に振った。するとセザールは、不思議そうな顔をする。

「友達はいやなのか？」

「にゃあ……」

　なおもミシュリーアは首を振った。長椅子に腰を下ろしながら、セザールは不思議そうな顔をする。

「おまえが、退屈そうに見えたんだがな」

「退屈なのでは、ありません」

　ふいにミシュリーアがそう言うとセザールは、はっとした顔をした。

「セザールさまをお慰めする方法を、考えていたのです」

「慰め……？」

　そう言ってセザールは、にっこりと微笑む。ミシュリーアの頭を優しく撫でた。

「慰めというのなら、おまえの存在に慰められているよ？　おまえがいてくれるだけで、私は心安らぐ」

「そうなのですか？」

　それなら、いいのだけれど。セザールはなおも微笑んで、ミシュリーアの赤い髪を手で巻いて、くいと引く。

「みゃっ！」

「私には、こんなにかわいい猫がいる。慰めというには、おまえで充分ではないか」

「にゃう、セザールさま、おやめください！」

「おまえも、鳴き真似がうまくなったな」

　セザールはくすくすと笑い、その声を聞いているだけでミシュリーアは幸せになるような気がするのだけれど。

「そうそう、近々、客人がやってくる」

　長椅子の上、脚を組み直しながらセザールは言った。その膝の上に手を置いて、ミシュリーアは彼の顔を覗き込む。

「彼女を、おまえがどう思うかはわからないが……まぁ、歓迎してやってくれ」

「彼女？　女性でいらっしゃるの？」

　ああ、とうなずいたセザールは、どこか苦い顔をしていた。喜ばれない客なのかもしれない。にわかにミシュリーアにも緊張が走る。

（どういうかたなのかしら）

　同時に、好奇心も湧きあがる。

（親戚？　王さまに関係のあるかたなのかしら。それとも……）

　その『彼女』の正体は、すぐに知れることとなる。







　その日のバルロー城は、どこか浮ついた雰囲気の中にあった。

　ミシュリーアはセザールの腕の中で目を覚まし、彼に着替えさせてもらった。今日のドレスは淡い黄色で、胸にたくさんのリボンがついている。

　猫であるミシュリーアは、しょっちゅう四つん這いになる。そんな彼女に淡い色のドレスをまとわせるのは汚れが目立つのではないかと思うのだけれど、セザールがそれを望むのだから仕方がない。

　ミシュリーアは、黄色いドレスの裾を引きずりながら城の中を歩いていた。ふと馬車の車輪の音を聞いて窓の外を見やると、たくさんの従者に囲まれた絢けん爛らんな馬車がある。ミシュリーアがセザールに連れて来られたときの馬車に、負けるとも劣らない。

（あれが、お客さまの馬車？）

　好奇心に、ミシュリーアは窓から身を乗り出す。従者に手を取られた青いドレスの女性が降りてきた。ここからでは傘に隠れた顔は見えないけれど、背は高く腰は細く、目をみはるような肢体であることが見て取れる。

（素敵なかた……）

　城に入ってくる彼女に、ミシュリーアは見とれた。

（でも、セザールさまは苦手でいらっしゃるようなことをおっしゃっていたわ。あのかたの、どこがお気に召さないのかしら？）

　しかし姿から、その人物の性格まではわからない。そもそも何者なのか、ミシュリーアは知らないのだ。

　教会の鐘が、大きく鳴った。

（お茶の時間だわ）

　ミシュリーアは、ごくりと唾を呑んだ。

（今日のおやつはなにかしら。フルーツの入ったケーキだと、嬉しいわ）

　足取りも軽く、ミシュリーアは茶の間に駆けつける。彼女の驚いたことに、そこにはセザールと、鮮やかな亜麻色の髪を結いあげた女性が座っていた。

「やぁ、来たな。ミシュリーア」

「あ、の……」

「こんにちは。ミシュリーアというの？」

　その声は涼やかで、耳に心地よかった。しかしミシュリーアは立ちすくみ、その女性をまじまじと見る。

　細面の彼女は、大きなアーモンド型の目をしていた。緑の瞳はきらきらと光り、ミシュリーアを映している。そのあまりのうつくしさに、ミシュリーアは思わず目を逸らせてしまった。

「わたしは、エレーヌ。セザールさまの、婚約者よ」

「え……」

　ミシュリーアは、ますます大きく目を見開いた。そんなミシュリーアの反応に、エレーヌはくすくすと笑った。

「セザールさま、この子は何者ですの？　わたしのことを知らないなんて」

「この子は、猫だ」

　セザールの言葉に、エレーヌは「まぁ」と言って笑った。

「相変わらず、ふざけるのが好きなのね。冗談はいいから教えて。この子は何者？」

「猫だ」

「にゃああん」

　ミシュリーアはセザールの座っている長椅子の肘掛けに身をもたせかけ、もう一度「にゃあん」と鳴いた。

「まぁ……」

　エレーヌの顔色が変わる。怒りの赤がぱっと散り、すると彼女は、それほどうつくしい女ではなくなってしまった。

「なにを言っているの？　わたしを、ばかにしているの？」

「にゃああん」

「ほら、猫だ。おまえは、猫を見たことがないのか？」

「にゃ、ああ、ああんっ」

　エレーヌはますます顔を赤くする。うつくしいはずの女が、どんどん醜くなっていくのを見つめながら、ミシュリーアはまた鳴いた。

「なにが、猫、よ！」

　怒り心頭に発したらしいエレーヌは、声をあげて立ちあがった。

「わたしをからかって、なにが楽しいの？　セザール、あなたの悪趣味も極まったようですわね！」

「猫を猫と言って、なにが悪い」

　肩をすくめながら、セザールは言った。

「おまえこそ、なにを怒っているんだ？　こんなかわいい猫なのに」

　そう言ってセザールは、ミシュリーアを抱き寄せた。頬にちゅっとキスをされて、ミシュリーアは目を細めた。キスをされながらエレーヌを見やると、彼女は見ていられないとでもいうように目を逸らしている。

「おまえの、気に入らなかったか？」

「気に入るとか、入らないとか、そういう問題ではありませんわ！」

　怒りを表に出さないように、それでも隠しようのない感情のまま、彼女は叫んだ。

「わたしに、どう反応しろというの。その子は、どこで拾ってきたのです」

「どこだったかな、田舎の町だ」

　ミシュリーアの顎に手をかけ、今度は唇にキスをしながらセザールは言う。

「親を亡くして、みゃあみゃあ鳴いているのを、拾ってきた」

「親を……」

　その点だけはエレーヌは信じたらしく、気の毒だという顔をした。

「捨て置けはしないだろう？　連れてきたら、この子はこの子で役に立つ」

「猫が、なんの役に立つというのです」

「おまえも、この子が猫だと信じたか？」

　語るに落ちたというように、エレーヌはぐっと言葉に詰まった。ミシュリーアを睨みつけると、ふいと視線を逸らせてしまう。

「とにかく、わたしはくだらない冗談につきあうつもりはありませんわ」

　言い捨てると、エレーヌは立ちあがった。ドレスの裾を翻ひるがえすと、ふたりの前から去ってしまう。

　ばたん、と大きな音とともにドアが閉まった。残されたセザールとミシュリーアは、顔を見合わせて、そして噴き出した。

「わたしが猫には、見えなかったみたいです」

「残念だな、こんなにかわいい猫なのに」

　セザールの手が、ミシュリーアの髪を撫でる。髪が乱れてしまうくらいにわしゃわしゃと撫でられた。

「にゃっ、にゃにゃっ！」

「ははは、おまえの猫っぷりも、すっかり板についたな」

　彼は笑って、逃げるミシュリーアを追いかけようとする。ミシュリーアはすぐにつかまってしまい、セザールの腕の中に抱きしめられる。

「猫、は」

　彼に強く抱擁されて、苦しい息の中、ミシュリーアはつぶやいた。

「普通……ご主人さまと、寝たりしませんわ」

「それはそうだな」

　それがどうした、と言わんばかりにセザールは口を尖らせた。

「私たちが、普通などに囚われる必要があるのか？　私たちの間では、これが普通……それでいいのではないか」

「そう、ですわね」

　抱きしめられたままミシュリーアは答える。しかし胸の中のもやもやとするものはなんだろう。目の前にエレーヌの顔がちらつくのはなぜだろう。

「セザールさまの、おっしゃるとおりですわ」

「かわいいミシュリーア」

　頬ずりをして、セザールは彼女を愛おしんだ。

「エレーヌのことなど、気にしなくていい。彼女には、私からよく言っておく」

「ええ……」

　セザールとエレーヌが話し合っているところを想像するだけで、胸が痛い。その痛みの理由がわからずに、ミシュリーアは自分の乳房の上に手を置いた。

「誘っているのか？」

　そんな彼女を、セザールは笑う。

「今から、この胸を愛撫してやろうか？　ここで、抱いてやろうか？」

「いや……」

　体を揺すって彼の腕から逃げようとしても、その力は強かった。

「いや、セザールさま」

「おまえは、猫だ」

　セザールはそう言って、腕を放そうとしないのだ。

「私の、猫だ。おまえは私の言うことを聞いていればいい……」

「みゃ、みゃ……っ……」

　うしろから首筋にくちづけられ、ミシュリーアはひくっと大きく跳ねた。そんな彼女の性感帯を知り尽くしているセザールは、そのまま唇をすべらせて、彼女の背骨のくぼみを辿りはじめる。

「や、ぁ……、っ……、っ」

「おとなしくしていろ」

　セザールの叱りつける声に、ミシュリーアは息を呑む。彼の手が胸もとのリボンに至り、しゅるりとほどくのを見つめながら、出ていったエレーヌのことを考えていた。







　ぎぃ、ぎぃ、とミシュリーアは、ひとりでぶらんこを漕いでいた。

　セザールの城の中庭で、陽も落ちた今では、近づく者もいない。そこでミシュリーアは、ひとりぶらんこを漕いでいる。

　ミシュリーアは、猫だ。セザールにとってはそれ以上の存在ではない。それなのにこうも、エレーヌのことが気になるのはなぜだろう。エレーヌは彼の婚約者で、いずれは王妃となる人物で──ミシュリーアなど、手も届かないところにいる人物なのに。

（あの人は、セザールさまに愛されているから）

　きぃ、とぶらんこが軋んだ音を立てた。

（なにもしなくても、猫にならなくても……愛されているから。だからわたしは、こんなふうに思うのかもしれないわ）

　編みあげ靴を履いた脚を、ぶらぶらさせる。もう一度大きくぶらんこを漕いで、ぴょんと飛び降りる。その場を去ろうとしたミシュリーアは、遠くから微かに人の話し声を聞いて、慌てて傍かたわらの茂みに隠れた。

　別段、隠れる必要はなかったのだけれど。しかしその話し声がふたりで、男女で、聞いたことがあるもので。それらを認識したミシュリーアは、反射的に隠れるという行動を取ったのだった。

「なにを言っているんだ、エレーヌ」

　彼女の名を耳に、どきりとする。その声はセザールのもので、ミシュリーアの胸の高鳴りは大きくなった。

「きみがこんなに拗すねるのは、まだ幼かったころ以来だね」

「拗ねてなんか、いませんわ」

　エレーヌが、つんとした調子でセザールに答えている。困ったようにセザールは笑って、彼女の手を取った。ミシュリーアは、はっとする。

「あの、猫のことを気にしているんだろう？」

「猫なんて……」

　再び怒りに油を注がれたように、エレーヌは声をあげた。セザールは彼女をあずまやのベンチにいざない、その横に腰掛けた。

「あれは、私の愛猫だ」

「だから、そういうことをおっしゃらないで！」

　ヒステリックに、エレーヌは言った。

「なにが猫なの、あの子は人間じゃありませんか。あなたの悪趣味には、ほとほと呆れるわ」

「猫のような存在なんだよ」

　エレーヌに言い聞かせるように、セザールは優しく言った。

「私を癒やしてくれる……なにも考えずに、ただただかわいがればいい。そういう存在なんだ」

「わたしでは、あなたの心の癒やしにはならないの？」

「きみと猫では、私の中での存在がまったく違う」

「もちろん、わたしのほうが大切よね？」

　決めつけるようにエレーヌは言って、するとセザールはため息をついた。

「どちらが大切だとか、そういうものではない……両方とも、それぞれに大切だ」

「猫とわたしを、秤はかりにかけるの？」

　エレーヌの怒りは、ますます大きなものになってしまったようだ。彼女はぷいと傍らを向き、そんな彼女に微笑みかけるセザールは、その頬に手を置いてキスをした。

「セザール……！」

「どちら、とか、秤、とか。そういうことを言わないでくれないか」

　ふいにセザールの声が強くなって、ミシュリーアは大きく目を開けて彼を見る。

「きみは、そんなにものわかりの悪い女性だとは思わなかったけれど」

「そ、れは……、もちろん、そうですわ」

　急に、エレーヌは言葉に詰まった。

「ものわかりの悪いつもりはありません。ただ、わたしは……」

「では、私の猫のことは大目に見ておくれ」

　彼女を宥なだめる口調になって、セザールは言った。

「あの猫は、私の心の慰めだ。父との諍いさかいのあとであっても、あの子を見るだけで私は癒やされるんだ……」

　ため息とともに、セザールは言う。

「私には、その程度の癒やしすら許されないのか？」

「セザール……」

　エレーヌはため息をついた。手を伸ばしてセザールの髪に触れ、そっと彼を引き寄せる。セザールはエレーヌの膝に頭を寄せた。

「まったく、仕方のない人」

　再びの吐息とともに、エレーヌはセザールの頭を撫でる。セザールは、彼自身が猫のような表情をして彼女の膝の上にいる。ミシュリーアの前では、決して見せない表情だ。

　きり、とミシュリーアは歯を食い締めた。彼が別の女性の前で、自分の知らない表情を見せることが悔しかった。それでいてミシュリーアにできることはなにもない。こうやって影に隠れて、見つめていることしかできないのだ。

（セザール、さま）

　彼らの姿を前に、荒くなっていく息を吐きながらミシュリーアは思った。

（あの女のほうが、いいの？　猫である私なんて、ものの数でもないというの？）

　セザールは、ミシュリーアが癒やしであると言った。猫である自分は、それで満足するべきなのだろう。しかしミシュリーアは、それ以上を求めていた。自分がセザールの、唯一の女であることを望んでいた──そんな自分に、気がついた。

（セザールさま、セザールさま！）

　ミシュリーアはこれほど彼の近くにいるのに、彼は気がついていない。エレーヌの膝に頭を寄せて、幸せそうな顔をしている。今にも彼らの前に姿を現して驚かせてやりたいと思ったけれど、そのようなことをしてなんになるだろう。エレーヌはセザールを独り占めにしている余裕を見せて、終わりだろう。

（セザールさまの、唯一になりたい）

　それはミシュリーアの胸を焼く、炎のような思いだった。

（猫でもいい、でも……セザールさまの心を占める、唯一の女になりたい）

　ふたりは、なにかを話している。そしてくすくすと笑い、手と手が触れ合った。指を絡めあう。その光景に、どきりとした。

（わたしは、セザールさまの……！）

　夜は長く、婚約者たちは小さな声で話をしながら夜を味わっている。その場に出ることもできず、茂みの中に隠れたままミシュリーアはただ、セザールのことばかりを考えていた。







　ミシュリーアは四つん這いになって、廊下を歩く。

　白い夜着をたくしあげて扉を開いた。きぃ、と音がして、男が振り返った。

「ミシュリーア」

「にゃああん」

　猫の鳴き真似をしながら、彼女は中に入った。ドアは少し開けておく。男がそれに気がついた様子はなかった。

「どうした、こんな時間に」

「にゃああん」

　ミシュリーアは鳴きながら立ちあがり、セザールに抱きついた。いきなりのことに彼はバランスを崩し、倒れかける。

「おいおい、今夜のおまえは情熱的だね？」

「にゃあん、にゃあん」

　猫の真似をしながら、彼の腕の中に身を擦り寄せる。セザールはくすくすと笑いながら、ミシュリーアを受け止めてベッドに倒れ込んだ。

「欲しいのか？　仕方がないな」

「んにゃ……あ……」

　彼の唇を、吸う。ちゅく、ちゅくとあがる音が淫らな心を揺り動かして、ミシュリーアはぞくぞくと震えた。

「ん、っ……」

　唇を舐められる。舌が挿りこんできて歯を、歯茎をも舐められて、震えがなおも大きくなる。

「あ……ん、っ……」

「ふふ、もうその気だな」

　セザールの手が、ミシュリーアの腰に這う。撫であげられて微かに声をあげ、男の体にしなだれかかる。するとくちづけは濃くなり、互いに舌を絡ませる大胆なものになった。

「んぁ、あ……あ、あ……」

　ぺちゃ、くちゅ、と口もとから淫猥な音が洩れこぼれる。同時にドレスの裾を捲りあげたセザールの手は、ほかになにもまとっていないミシュリーアの脚を撫で、その谷間に指を這わせる。

「っあ、あ、あ……、ん、……、っ……！」

　大きく、ミシュリーアは下肢を跳ねさせた。そこはもう濡れていて、つぅ、と蜜を垂れ流している。

「こちらも、もう濡らして」

　くすくすと、セザールは笑った。蜜を掬すくい取り、そのまま花びらを押し開いて中に指を突き込む。

「我慢できないようだな？　ほら、もっと腰を揺らして……私を誘ってみろ」

「んぁ、あ……ああ、あ……、ん……！」

　誘うまでもなく、ミシュリーアの体は彼を欲していた。舌を絡めて吸いあげ、くちづけの角度を変えてさらに深くし、ちゅくちゅくと音を立てながら彼を求める。呼吸もできないキスの中、触れられる下肢はなおも蜜を流し続けた。

「あ、あ……もっと、もっと」

　下肢を前後に動かしながら、ミシュリーアは声をあげる。セザールにのしかかる恰好で、秘所を彼の手に押しつける。

「もっと、抉って……もっと、いじって」

「淫らな」

　なおもくすくすと、セザールが笑う。その声もまた淫猥に歪んでいて、彼の声にも感じさせられる。ミシュリーアはふるふると腰を振るって、彼の手を誘い込んだ。

　セザールの指が、花びらを挟む。きゅっと捻られてひくんと体が反応した。その端から垂れ落ちる蜜を絡めながら感じる部分をくすぐり、少しずつ指が中に挿ってくる。

「いぁ、あ……、あ、あ、……、っ」

「ミシュリーア」

　窘めるような声に、煽られる。にゃあ、と言い直すとますます感じた。二本の指が蜜口を破り、中の柔らかい肉をいじりはじめる。

「にゃあ、あ……ああ、あ……」

　セザールの胸に身を寄せて、にゃあ、にゃあと繰り返す。腰を高くあげてわななかせると彼は微笑み、ちゅっとミシュリーアの唇にキスしてきた。

「ん、にゃ……にゃ……」

「私の猫は、本当に感じやすい……」

　感極まったように、セザールはささやく。

「ほら、こちらもぐちゃぐちゃに濡れて。今すぐにでも、挿りそうだな？」

「あ、……挿れて」

　掠れて震える声で、ミシュリーアはねだった。

「早く、挿れて……あなたが、欲しい」

「まぁ、そう急ぐな」

　もう一本指を挿れ、下肢を揺らし、蜜洞を開きながらセザールは言った。

「うにゃ……あ、あ、あ……、っ……、っ」

　ミシュリーアは身を捩らせる。すると内壁も歪んで、その感覚が如実に伝わってくる。攻めあげるようにセザールは内壁を刺激し、どくどくと溢れる蜜を擦りつける。

「ふぁ、あ、……ああ、あ、……、っ……！」

　それだけの刺激で、ミシュリーアの全身はびくびくと震える。体を貫く感覚に声をあげ、貫く衝撃に大きく目を見開いた。

「ああ、あ……、ああ、あ、……、っ……！」

「達ったか？」

　楽しげな口調で、セザールは言った。

「おまえの中が、小刻みに震えている。中がうねって……私を誘い込んでいる」

「いぁ、あ……ああ、あ……あ、あ！」

　目の前が真っ白になる。きらきらとした星が散る。全身を走る感覚を味わいながら、ミシュリーアはセザールの体の上に突っ伏した。

「達っているときのおまえは、本当に……まるで、猫のようだな」

　彼の手が、背を撫でる。それだけでまた感じ、ひく、ひく、と全身を震わせた。

「愛おしい。おまえほど愛おしい猫は、いない」

「うにゃあん」

　震える声で、ミシュリーアは応える。そんな彼女の秘所をいじる指に、太くて熱いものが絡んで姿を現す。

「いぁ、あ……ああ、あ、……っ……」

　その先端が、蜜口に押しつけられる。ぐ、と挿りこんできたその質量にミシュリーアは目を見開き、ずず、ずず、と大きく拡げられる感覚に唇をわななかせる。

「ふぁ、あ、あ……あ、ああ、……、っ」

「ん、っ……」

　指で開かれた秘所に、男の欲望が挿ってくる。何度味わっても慣れない感覚にミシュリーアは、瞠どう目もくしながら耐えている。

「んにゃ、……あ、あ、……、っ……」

　指と一緒に、太すぎる欲望が内壁を裂く。柔らかい肉はくちゅくちゅと熱い蜜を洩らしながら、それを受け止める。

「あ、あ……ふ、とい……っ……」

「おまえを求めて、太くなっているのだ」

　はっ、と息を吐きながらセザールは言う。

「おまえが、あまりにも愛おしくてな……ほら、こんなにも易々と呑み込んでくれる」

「やぁ、あ……ああ、あ……、……」

　大きく背を反らせ、食いしめる秘所に力を込めながらミシュリーアは呻いた。そんな彼女をなおも攻め立てながら、男の欲望が蜜壁を擦る。

「ほら……どんどん、中に招き入れてくれている。うねって、絡みついて……たまらないな」

「そ、んなこと……、いやぁん、……いわ、ないで……」

「しかし、事実なのだから仕方がない」

　ミシュリーアの腰を撫であげながら、セザールはささやく。

「おまえの中ほど、私を気持ちよくしてくれるところはない……このまま、死んでしまいたいほどだよ」

「うにゃっ、……ん、……、ん、っ……」

　ずくずくと内壁を擦っていた欲望が、ずん、と最奥に当たった。もっとも感じるところを突かれ、大きく背中が反る。すると繋がった箇所に力が強くかかり、ふたりは同時に掠れた声をあげた。

「んぁ、あ……ああ、あ、あ！」

「っ、……ん、ん……、っ」

　ミシュリーアは反射的に、セザールの唇をねだる。キスはすぐに与えられて、ちゅく、ちゅくと吸いあげる感覚をまた新たに感じさせられる。

「あ、あ、あ……、っ……」

　舌を絡め合い、下肢を繋げて、ふたりの行為は続く。セザールに抱きすくめられてなにもかもわからなくなりながら、それでもかつんと、足音が聞こえたのをしっかりと聞き取った。

「セザール、さま……！」

　ことさらに、ミシュリーアは声をあげる。

「もっと、抱いて……もっと、もっと。わたしをめちゃくちゃにして……！」

「ああ、望みどおりにしてやろう」

　乱れた呼吸で、セザールは言う。

「深いところに、私を放ってやろう……おまえの奥の奥に、沁み込ませるのだ」

「ああ、ちょうだい……」

　彼の唇を吸いながら、ミシュリーアは淫らな声をあげた。

「セザールさまの、欲しいの。いっぱい、いっぱい流し込んで……」

　彼は、低い声をあげた。ずん、とひときわ強く突きあげられて、奥で高すぎる熱が弾ける。それはミシュリーアの垂らす蜜と混ざって、じゅくじゅくと音を立てた。

「いぁ、あ、あ……、っ、……、っ……！」

「ミシュリーア、違うだろう」

　窘められて、口を噤む。にゃあ、と猫のように鳴きながら、男を食いしめる部分をひくひくとうごめかせる。

「また……」

　セザールは、乱れたため息とともにささやく。

「私を、もっと絞るつもりか？　もっとと、貪欲に求めるつもりか？」

「あ、も、っと……もっと」

　身をくねらせながら、ミシュリーアは声をあげる。

「もっと、注いで。もっと、私を犯して……」

　カツ、カツ、と迷うような靴音がドアの外にある。その主に聞こえるほどに「にゃあ」と声をあげて鳴き、ミシュリーアはセザールの身に擦り寄る。

「ああ、あ……、ッ、……、ああ、あ！」

　何度も擦られ、締めあげるとまた出挿りして、ぐちゅ、ぐちゅと音を立てながらふたりの繋がりは深くなる。まるでひとつになってしまったのではないかという錯覚の中、ミシュリーアはまた達した。秘所は強くセザールを食いしめ、彼もまた放ったようだ。

「ふぁ、あ、あ……ああ、あ、ん、……、にゃ……」

「ん、く……、っ……」

　ふたりの声も絡まって、くちゅくちゅというくちづけの音がことさらに響く。唇と下肢とで深く深くひとつになったまま、ふたりは互いの体に身を寄せていた。

「今日は、いつになく情熱的だったではないか」

　ミシュリーアの髪を撫でながら、セザールがため息とともにいう。

「なにかあったのか？　エレーヌのことを、気にしているのか？」

「にゃああ、あん」

　猫の鳴き真似で誤魔化して、ミシュリーアは、セザールの頬を舐める。彼はくすぐったいと笑って、ミシュリーアも笑った。

「愛してます、セザールさま」

　ミシュリーアがそう言ったのは、初めてだった。セザールは少し驚いた顔をしたけれど、すぐに微笑んで、両手でミシュリーアの頬を挟む。

「私もだよ、ミシュリーア……私の猫。ほかの誰よりも、愛しているよ」

「にゃああん」

　ふたり、繋がったままくちづけを交わし、愛の言葉を交わし。

　この光景を見、聞いている者があることを知っているのは、ミシュリーアだけだった。







　まだ薄暗い早朝、ミシュリーアは侍女の声で起こされた。

「ん……、なに？」

　体は、昨夜の荒こう淫いんで疲れきっている。それでも焦燥する侍女の声に薄く目を開け、眠気と戦った。

「どうしたの？」

「エレーヌさまが……！」

　ミシュリーアは、そっと目を見開いた。眠そうな顔から一転して、その静かな表情に侍女は気づいた様子もなく、なおも声をあげ続けた。

「エレーヌさまが、おいでにならないのですって……！　寝室から姿を消してしまわれて、どこにもお姿がないのです。馬車も、馬も、すべて揃っているのに」

「お散歩にでも出かけられたのではないの……？」

　面倒そうに、ミシュリーアは言った。そんな彼女に焦れるように、侍女はなおも声をあげる。

「お散歩に行かれそうなところは、すべて捜しましたわ。それほど遠くまでいらっしゃることができるはずがないのですもの。いったいおひとりで、どこに行ってしまわれたのか……」

　ベッドの中で、ミシュリーアはほくそ笑んだ。昨日の夜、セザールの部屋に来るようにエレーヌに言ったのはミシュリーアだ。そしてドアを開けて、セザールが彼の猫と戯れているところを見せつけた。

　ミシュリーアも行為に夢中になっていたから、確かに見たわけではない。しかしドアの向こうに、かつん、と響いた女のハイヒールの音を聞いた。それはエレーヌのものであったはずだ。

　猫だと言っているミシュリーアが、セザールに抱かれているところを見て、エレーヌはどう思っただろう──ショックを受けたに違いない。そしてそのまま、失踪した。ミシュリーアの思い描いたとおりになった。

「どこかに行かれたにしても、わたしが知っているはずはないわ……わたしは昨日は、セザールさまのもとにいたのだもの」

　ミシュリーアの言葉に、侍女はぱっと顔を赤らめた。そこでなにがあったのか、侍女ならば知らないはずがなかったから。

「セザールさまには、伺うかがってみたの？」

「もちろんです。今、あちこちに馬を出して、お捜しになっていらっしゃいます」

「そう」

　ミシュリーアはシーツをかぶり直し、大きくあくびをした。そんな彼女に、これ以上聞いても仕方がないと思ったのだろう。侍女は「失礼します」と去り、その場にはミシュリーアが残された。

　シーツをかぶったまま、彼女は薄く笑みを浮かべていた。すべては、ミシュリーアの計画通りだ。エレーヌは企くわだてたとおりに行動した。どこに消えたのかは知らないけれど、二度とセザールの前に姿を現すことはないだろう。

（これでセザールさまは、わたしのもの）

　うっそりと微笑むミシュリーアの笑顔を見たものは、誰もいない。

（わたし、まるで……猫みたいになってる）

　そんな考えに、どきりとした。

（猫みたいに……動物みたいに。わたしの頭の中、動物みたいになってる）

　不要なものは蹴落とす。敵手は潰す。そんな単純な考えが、ミシュリーアの脳裏を占めている。

（ずっと猫の真似をしていて、心の中まで猫になっちゃったの？　わたし、すっかり猫になっちゃったの？）

　それは心を覆う不安でもあったけれど、同時にうきうきすることでもあった。セザールの望むとおりに、ミシュリーアはすっかり猫になりきることができたのだ。

（セザールさま、見て）

　心の中で、ミシュリーアは叫んだ。

（わたし、猫なの。あなただけの猫になったのよ……！）

　シーツの中で、ミシュリーアは丸くなった。そして「にゃあ」と鳴いてみる。その声は今まで以上に本物の猫のように響いて、彼女は気をよくした。にゃあ、にゃあ、と繰り返し、その響きに酔いしれた。







　ミシュリーアは、ベッドの上に四つん這いになっている。

「あ、あ……、っ、……、っ……」

　彼女の腰を高く持ちあげて、後ろから犯しているのはセザールだ。ふたりの体は隙間なくぶつかり合って、そのつながりの深さを示している。

「いぁ、あ……ああ、あ……、っ……」

　大きく顎を反らせて、ミシュリーアは声をあげた。うしろから手がまわってきて、ぐいと顔を持ちあげられる。後ろを向かされて、唇を奪われる。

「ん、ん……、っ……、っ……」

「にゃあ、と言え。おまえは、猫だ」

「んにゃ、にゃ……、ああ、あ……」

　うしろから穿たれる蜜肉は、ぐちゅぐちゅと乱されて、痺れるような快感を生み出している。それは全身に伝わって指先までも感じさせ、ミシュリーアをおかしくさせた。

「にゃあ、あ……、ああ、……もっと、もっと……」

「貪欲なやつめ」

　くすりと笑って、セザールはより激しく突きあげる。ぐちゅ、ぐちゅと濡れた音がして、それがぞくぞくと背中に走った。

「いぁ、あ……、ああ、あ、……、っ……」

　唇を吸われ、中に舌が挿ってくる。ぐるりとかきまわされると蜜が溢れる。それが口の端をすべり顎へ伝い、その痕をセザールの指がたどる。くすぐられて、その感覚にぶるりと身震いした。

「ふふ……、おまえの中、反応したな」

「いぁあ、あ……、っ……、っ……」

　ずん、とさらに深く突かれる。最奥に先端がぶつかって、その情感にミシュリーアは震え、ひくひくと何度も体を痙攣させた。

「ここが、感じるのだろう？」

「ん、にゃ……、っ……、っ！」

「もっと、もっと……深くを抉ってほしいのだろう？」

「にゃあ、あ、ああ！」

　くちづけがほどける。背中を、大きく舐めあげられる。それにぞくぞくっと感じさせられ、繋がったところが強く締まる。セザールが、微かな声を洩らした。

「あ、あ……、セザール、さま……」

　浮かされたような声で、ミシュリーアはささやく。

「感じる？　セザールさまも、感じてる……？」

「ああ」

　熱い吐息とともに彼はそう言って、なおも突きあげてきた。ミシュリーアは鳴きながら達し、ふるふると全身をわななかせる。

「おまえは、猫だろう……？」

　耳に囓かじりつきながら、セザールがささやく。

「言葉など、話してはいけないのではないか？　猫は猫らしく、にゃあにゃあ言っていればいい」

「ん、にゃ……ああ、あ……、っ……」

　耳に、歯の形がつくくらいに噛みつかれた。それがたまらない快感で、ミシュリーアはいまだ達しながら身を揺らめかせた。

「ミシュリーア」

　名を呼ばれ、ぎゅっと体を抱きしめられる。そのままふたり、ベッドの中で横になった。秘所はまだ繋がったまま、それでもまるで、こうしているのが自然なことであるかのように感じる。

「……エレーヌは」

　彼のこぼした言葉に、はっとした。セザールの腕の中でミシュリーアは震え、しかし彼はその理由には気づかなかったようだった。

「どこに行ったのだろうか。手を尽くして捜しているのだが、足跡ひとつ見つからないのだ」

「にゃああん」

　ミシュリーアを抱いていて、ほかの女のことを言うなんて──そんなセザールの無神経さに少しばかり苛立ったけれど、しかしそこも含めて、セザールなのだ。それに普通の男は、猫を相手にしての話題に気を遣ったりしないだろう。

「おまえ、なにか知っているのか？」

「にゃあん」

「おまえに訊いた私が、ばかだったな」

　ふっ、とセザールは笑った。ミシュリーアはなおも「にゃああん」と返しながら、唇の端を持ちあげる。

（エレーヌさまは、見つからない）

　その理由など、ミシュリーアは知らない。

（今になっても見つからないというのは、崖に落ちたか、谷に足をすべらせたか）

　ふふふ、と今にも笑い出しそうになるのを、ミシュリーアは懸命にこらえた。エレーヌはどこ知れぬ場所で行方不明だというのに、猫である自分はこうやってセザールの腕の中にいる。愛されて、彼の体を独占している──。

「あ、ああ、あ……！」

「おまえの中にいると、どうしてもこうやって……」

「にゃあ、ああ、んっ！」

「求めてしまう。こらえきれない……」

　そのまま、また抽挿がはじまる。じゅく、じゅく、と出し挿れされて、蜜液がこぼれた。それは脚の間を伝っていって、繋がった部分をより深く接合する。

「は、っ……、っ……」

「んぁ、あ、あ……、ああ、あ、……、っ……！」

　どくり、と体内で男が大きく震え、その瞬間がやってくる。ミシュリーアはぎゅっと目を閉じて体に力を込め、すると彼が弾ける。どろりとした熱い淫液が、体の中に広がる。

「ふぁ、あ……、ああ、あ、……、っ……」

「ん、っ……、……」

　どくどくと、律動とともにミシュリーアの体は男の精に満ちていく。その感覚をなによりも心地よく味わいながら、彼女は何度も声をあげた。

「にゃあ、にゃ……ああ、あ、……、っ……！」

　彼はまたミシュリーアを呼んで、その声の甘さに彼女は酔った。これほど強い酒はないだろう。これほどミシュリーアを酔わせてくれる者はないだろう。

「セザール、さま……、セザールさま……」

　唇を震わせながら彼を呼び、ぎゅっと抱きしめられては悦びの声をあげ、ミシュリーアはふたりだけの時間に酔いしれた。





第五章




　弔いの、鐘が鳴る。

　ミシュリーアは、首につけたものをいじりながら窓の外を見た。

　あの鐘は、この国の王──セザールの父が亡くなってから毎日鳴り続けている。決して耳には心地よくない音だけれど、この先、我慢しなくてはいけないのだ。

　首についているのは、首輪だ。真っ赤な革でできたそれは、セザールがくれた。これをつけているとセザールがいなくても彼が近くにいるような、かわいがられているような、そのような気持ちになれるのだ。

「にゃあ……」

　しかしそれも、単なる慰めでしかない。セザール自身は、多忙によりミシュリーアのもとには来られない。それもこれも、彼の父である王が亡くなったからだ。

　弔いの鐘が、鳴る。それはミシュリーアからセザールを奪ってしまったもので、それを思うと腹が立って仕方がない。猫であるミシュリーアにとっては見も知らぬ王の死よりも、セザールの不在のほうがこたえるのだ。

　ベッドの上に座っているミシュリーアは、自らのドレスを引きあげる。ドロワーズを着けていない脚の間に、ひやりと空気が入り込んできた。それに、大きく震える。

「ん、や……、っ……」

　片手では首輪をいじりながら、もう片方の手を秘所にすべらせる。濡れていないそこを、ゆっくりとなぞる。その手をセザールのものと妄想すると、すぐに秘部は濡れてきた。しっとりと潤むそこをいじっていると、彼に愛撫されているような気がする。

「ふぁ、ああ……、っ……」

　尖りはじめてきた秘芽に触れると、びくんと体が大きく跳ねた。指で押しつけ、抓つまんで捻り、ぴん、と弾くとふるふると感じてしまう。そこだけで達ってしまいそうだったけれど、ぐっと唇を噛んで我慢する。

「ん、ん……、ッ……っ……」

　内腿が震える、つま先が引き攣る。その感覚を愉しみながら、しきりに首輪を引っ張った。軽く呼吸ができなくなる感覚が、また性感を煽る。そうやって自らを煽る行為を続けるミシュリーアは、ふとある気配に気がついて顔をあげた。

「……あなた」

　ミシュリーアの部屋のドアは、いつの間にか開いていた。そこに立っているのは褐色の髪の若い男で、幼げな顔を真っ赤にしてミシュリーアを見ている。

「なに？」

「あ、の……、いえ」

　その顔を見たことがあるように思う。ミシュリーアは首輪をいじりながら、首を傾げる。

　男は、長いこと黙っていた。だから気がつかなかったのだけれど、そうだ。セザールは従者を交えての行為を好んだ。そのとき呼ばれる、年若いひとりだったのだ。

「あなた、名前は？」

「カロンと申します」

　震える声で、カロンは言った。彼の立っているところからは、ミシュリーアの開いた脚の間が見えるだろう。今までミシュリーアがなにをしていたのか、わからないはずがないだろう。

「そう、カロン」

　ぞくっ、と腹の奥を走るものがある。ふいに猫の意識が浮かびあがってきて、ミシュリーアはその場に四つん這いになった。カロンに臀を向けて「にゃああん」と鳴いてみせると、カロンは顔を真っ赤にした。

「あなただって、わかっているでしょう？」

　ゆっくりと、下肢を揺すりながらミシュリーアは言った。

「セザールさまは、怒ったりなさらないわ。だって、わたしは猫ですもの」

「ミシュリーア、さま」

　震える声で、カロンは呟いた。

「そのようなお姿は……おやめください」

　彼の声は、喘ぐようだった。そんな彼をなおも煽るように、ミシュリーアは腰を振る。

「ねぇ、わかるでしょう？　セザールさまは、お忙しいの。わたしのことなど、お忘れなの」

　ごくり、とカロンが息を呑むのがわかる。ミシュリーアは首を傾げて彼を見つめた。

「……あなたが、セザールさまの代わりになってくれない？」

　そしてミシュリーアは、にゃああ、と鳴いた。それが契機になったかのように、カロンは後ろ手に扉を閉める。そして大股で、ベッドに近づいてくる。

「あ、あ、あ」

　ベッドが、カロンの体重を受けて沈む。彼の手はミシュリーアの腰を掴み、かちゃかちゃとベルトを緩める音がするのと同時に、熱く太いものが濡れた秘所に押しつけられた。

「いぁ、あ、……あ、あ、……、っ……」

　背徳の味がした。それはじゅくじゅくとミシュリーアの膣な内かに挿ってきて、蜜襞を擦った。そのたびに声が洩れ、彼女は大きく背中を反らせながら嬌声をあげた。

「やぁ、あ、あ……ああ、あ、……、ッ、……！」

「ふっ、……、っ……、っ」

　うしろから突きあげられると、普段では感じられない場所が刺激される。その感覚に翻弄されながら、ミシュリーアは鳴き声をあげ、カロンと繋がった部分をきゅうと締めつけた。

















「ミシュ、リーア……さま……！」

「みゃあん、みゃあ、ああ、んっ！」

　貫かれ、引き抜かれ、また突き込まれた。その摩擦がたまらなく心地よくて、しかしセザールとの行為にはほど遠い。彼ほどの刺激を与えてはもらえない。

「んにゃ、……っ、と……、もっと……！」

　ミシュリーアがねだってもカロンは荒い息を吐くばかりで、やがて大きく下肢を振って、ミシュリーアの中に熱液を吐き出した。

「は、っ……、は、あ、ぁ……ぁ、あ……」

　何度も激しい息をつく。ミシュリーアは満たされた──一時的に。しかしセザールとの行為には及ばず、かえって彼への愛おしさが増しただけだった。

「ミシュリーアさま……」

　背後から、彼女を抱きしめてカロンはささやく。

「こうやって、あなたを抱きたかった。僕ひとりで……あなたの体を、好きにしたかった」

「いつでも、好きにしていいの」

　掠れた声で、ミシュリーアは言った。

「わたしは、猫だもの。倫理観とか、ないの。どこでも、誰とでも……したいときに、するのよ」

　ミシュリーアの望んだとおり、カロンはしばしば彼女の部屋を訪れた。うしろから、前から、座って、立って。行為は続けられた。

「この、首輪」

　そのことにカロンが言及したのは、もう何度目の行為ののちだっただろうか。ぎゅっと引っ張られて、ミシュリーアは妙な声をあげてしまった。

「セザールさまのご命令なのですか？」

「ええ、そうよ」

　ミシュリーアにとっては、大切な首輪だ。カロンの手から遠ざけようとしたけれど、彼は留め具を外そうとしたのだ。

「にゃっ！　やめてっ！」

「このようなものをつけているから、いけないのです」

　カロンは言って、力尽くで首輪を取ろうとする。ミシュリーアは抵抗して後ずさりをし、すると首が絞まって息ができなくなった。

「にゃ、あ……ああ、あ、……」

　このまま首を絞められてしまうのだろうか。しかし首輪を外すくらいなら、絞められたほうがましだ。そのようなことを考えたとき。

「ミシュリーア」

「……セザールさま！」

　何週間ぶりに見る顔だろう。ミシュリーアは喜んで彼のもとに駆け寄ろうとし、しかし首輪が邪魔になって身動きが取れなかった。

「セザールさま、セザールさま！」

「これはいったい、どういうことだ？」

　彼の美貌は、怒りに歪んでいた。そのことにはっとしたものの、彼に助けてもらえると思うと、恐怖はどこかへ消えていった。

「ふたりとも、言い訳をするつもりはあるまいな？」

「セザール、さま……」

　震える声でそう言ったのは、カロンだった。セザールは彼を睨みつけ、腰に佩はいた剣を引き抜こうとする。

「みゃっ！」

　カロンを斬ろうとしている──どのような者の血であっても、セザールを汚してはいけない。それだけの思いで、ミシュリーアは彼の手を押さえたのだけれど。

　かしゃん、と音がして、剣が床に落ちる。それをカロンは、大きく目を見開いて見つめていた。

「この者を庇うのか、ミシュリーア」

「そ、んなつもり……じゃ」

「私よりも、この者を取るのか？」

「違います！」

　思わずミシュリーアは、声をあげた。

「違います……ただ、セザールさまが血に汚れるのが、いやで」

　セザールは手を伸ばした。ミシュリーアの顎を上向かせ、くちづけするような距離でささやいてきた。

「私の留守の間、この者と遊んでいたのだろう？」

「そ、れは……」

　ミシュリーアは猫だった。嘘などつけない。潤んだ瞳でセザールを見ると、彼はにやりと意地悪そうに笑った。

「悪い子には、お仕置きをしてやらねばな」

　お仕置き、と聞いてミシュリーアの体はぞくぞくと震えた。今のミシュリーアは、薄いドレス一枚だ。部屋の隅に待避しているカロンのことなど忘れて、ミシュリーアはただセザールだけを見つめた。

「……お仕置き、してください」

「やれやれ」

　ミシュリーアにキスをしながら、セザールは言う。

「お仕置きを悦んでいるようでは、お仕置きにならないではないか」

　そう言いながらセザールは剣を取りあげ、ミシュリーアのドレスの襟もとに先端を引っかける。ぐい、と力を込めると、薄い布はびりびりと破けていった。

「や、ぁ……、ッ……」

「この乳房を、あの者にも見せたのか？」

　そこには、セザールがつけたのではない鬱うっ血けつの痕が散らばっている。それを不快そうにセザールは見て、剣の柄頭でその痕をひとつずつ突いていった。

「いぁ、あ、あ、あ！」

「脚を、拡げろ」

　ドレスは真ん中でまっぷたつになっていて、彼の要求に応えるのは簡単だ。ミシュリーアはすぐさま、脚を開いた。秘所はすでに濡れて、くちゃりと小さく音が立った。

「ふん、もう濡らしているのか」

「はい……」

　掠れた声で、ミシュリーアは答えた。じっと見つめられてもじもじと腰を揺らしたけれど、セザールは視線という刃を突き立てたまま、ミシュリーアを自由にしない。

「セザールさま、が……欲しく、て」

「私を求めるあまり、代わりの者で我慢していたのか？」

「そう、です……」

　ミシュリーアは、もう少し脚を開いた。尖っている秘芽も、濡れている花びらも、折り重なったその奥も見えているに違いない。セザールの視線を誘うように腰を揺らして、そして自らそこに指を置いた。

「こう、していたのです……」

　くちゅ、くちゅ、と自分の指で秘所をかき乱す。はっ、と熱い息が立て続けに洩れた。

「セザールさまが、いらっしゃらないから。自分で、ひとりで……」

「ひとりでしていたというのだな」

「はい」

　にゃあ、と言い換えて、そしてミシュリーアは四つん這いになった。舌先でセザールの靴を舐めると顔をあげ、視線を合わせて、また鳴いた。

「それならば、おまえを満たしてやらねばならんな」

　セザールはひざまずいた。かたわらに剣を置き、ミシュリーアの肩に手を置く。拡げた脚の間に、いつの間に前を緩めたのかそそり立つ男根を押し当てて、じゅくりと突き立ててきた。

「ん、あ……っ、……、っ……！」

　望んでいた質量に、悲鳴があがった。彼の手は腰にまわり、抱きあげられる。彼の膝の上に座る体勢で挿入を受け入れ、揺すりあげられて、立て続けに声があがった。

「っあ、あ、あ……あ、あ、にゃ、にゃ……！」

「そうだ……その声だ」

　満足そうに、セザールはささやいた。

「その声を、ずっと私に聞かせるのだ。私だけに、永遠に……」

「ふぁ、あ、あ……、ああ、あ、……、っ……」

　膝の上で、しきりに揺すられる。内壁をぐりぐりと突きあげられ、しかしすっかり濡れているミシュリーアには痛みなどない。それどころかもっともっととねだりたくなる愉悦があって、しきりにミシュリーアは猫の鳴き真似をした。

「にゃ、にゃあ……あ、あ、……げ、ほ……、っ……！」

「ふふ、ここは苦しいか」

　セザールの手が、ミシュリーアの首輪を引っ張ったのだ。吊り下げられて苦しかったけれど、息のできないその感覚がかえって快感を呼び起こすことを知って、ミシュリーアはくらくらと眩暈めまいを感じた。

「おまえには首輪ではなく、貞操帯でもつけておくべきだったか？」

　くすくすと、セザールは笑う。

「猫に貞操帯は無粋だと思ったのだが……、いや、しかし」

　涙に満ちた目を、ミシュリーアはそっと押し開いた。セザールの顔が見える。今までになく欲を孕んだ、情欲の満ちた男の顔だ。

「これが、私の望んだ形なのかもしれないな……このようなおまえを、見せてほしかったのかもしれないな」

「んぁ、あ、……ああ、あ……、っ……！」

　首を絞められたまま下肢を突きあげられ、今までにない感覚を味わっている。ミシュリーアの唇の端からは蜜が伝い、咽喉の奥からは苦しげな声が洩れている。

「悦んでいてはいけない。お仕置きだよ、これは」

　ミシュリーアの蜜を舐め取りながら、セザールはささやいた。

「おまえを、苦しめたいんだ。……苦しめられて、悦ぶのか？　おまえは」

「セ、ザール……さま、が……」

　掠れた声で、ミシュリーアは言った。

「お望みに、なるなら。求められるのなら……、わたし、は」

「猫だろう、おまえは」

　ずん、と内壁を突きあげながらセザールは言う。

「にゃあ、といえ。人間の言葉で答えるんじゃない」

「に、にゃ……、っ……」

　首輪で吊り下げたまま下肢を打ち込み、突きあげてかき乱し、口はキスで塞いでしまう。そんな責め苦を味わわされながら、それでもミシュリーアは幸福だった。もっと、もっと、とねだって腰を揺らす。

「んにゃ、にゃ……、ああ……ああ、あ……、っ……！」

「ミシュリーア、……ミシュリーア」

　そんな彼女を愛おしいとでもいうように、セザールは繰り返し名を呼んだ。首輪を引っ張って呼吸できないようにしておいて、言葉をねだる。声をあげると猫のように鳴けと言い、その間にも彼女の下肢を攻めあげる動きは止めない。

「私の、愛おしい猫」

　彼は、うっとりとした口調でそうささやく。

「私だけの、愛猫。私の言うことは、なんでも聞く……」

「んにゃあ、あ……、あ、ああ、……、っ……ん、……」

　首を絞められるのも、呼気を奪われるのも、蜜洞を擦られるのも、どれもたまらない快楽だった。もっととミシュリーアはねだり、声をあげ。部屋の隅にいるであろうカロンのことは、すっかり忘れてしまっていた。

















　ミシュリーアは相変わらず、ひとりきりだ。

　日がな一日、首輪をいじるか自らを慰めることくらいしかできず、どうしようもない鬱屈のたまったある日。

　顔を覗かせたのは、右目に傷を負った男だった。

「……カロン」

　セザールの剣によって、カロンの右目は視力を失ったのだ。その傷痕は、どこか幼かったカロンの容姿を大人っぽく精悍に見せている。

「どうしたの、そのような顔をして」

「逃げましょう、ミシュリーアさま」

　そのようなことを言われて、ミシュリーアはきょとんとした。その首には、なおも首輪が嵌まっている。

「逃げましょう。僕が、僕がご一緒いたします」

「なに言ってるの？」

　ぽかん、と目を見開いたまま、ミシュリーアは言った。

「どこから逃げるっていうの？　わたしが？」

「はい。今の状態は、ミシュリーアさまによくない」

　カロンは、言いつのった。

「猫ですって？　そのようなわけ、ないでしょう。ミシュリーアさまは人間だ。セザールさまはひどいお人だ。あなたを猫だなんて言って、あなたの自由を奪ってしまわれているのですから」

「セザールさまを悪く言わないで！」

　にゃっ、とミシュリーアはいきり立った。

「セザールさまは、わたしのことを思って言ってくださってるの！　わたしは猫であることに、満足しているわ。あなたにとやかく言われることじゃない！」

「僕には、あなたが満足しているようには思えない」

　覚悟して来たのか、カロンは冷静にそう言った。

「あなたは、自由を……そう、猫だというのならそれこそ自由を欲しているように感じる。こんな……このよう、な」

「にゃあっ！」

　カロンの手は、ミシュリーアの首もとにかかった。はっとした彼女は首輪に手をやったけれど、カロンの手のほうが早かった。彼は首輪をほどくと、窓から投げ捨ててしまった。

「ああ、あ……、っ……」

　首輪を追って窓に向かったミシュリーアは、しかしうしろからカロンに抱きしめられる。ぎゅっと引き寄せられて、その腕の中でミシュリーアは暴れた。

「いやっ、いや……放して、放して！」

「落ちてしまいますよ！」

　いっそ、落ちてしまいたかった。せっかくセザールがくれた首輪が投げ捨てられたのだ。ミシュリーアは力を失ってその場にくずおれ、そんな彼女をカロンはなおも抱きしめていた。

「ひどい……ひどいわ。なんてことをするの」

「申し訳ありません。ですが……」

「セザールさまが、わたしにくださったものなのに。わたしの、大切なものだったのに」

「ですが……」

　ミシュリーアは、カロンに顔を向けた。きっ、と視線を尖らせて、彼を睨む。

「あなたは、わたしの敵だわ」

　吐き出すようにそう言うと、ミシュリーアはカロンを突き飛ばした。たいしてこたえはしなかったようだけれど、彼は驚いて眼を大きく見開いている。

「わたしは、セザールさまを愛しているの……！」

　大きな声でそう言うと、彼の驚きはますます大きくなったようだ。

「たとえ猫でも、妻にはなれない身分でも……愛しているの！」

「ミシュリーアさま！」

　聞きたくないことを聞いたとでもいうように、カロンは大きく声をあげた。彼は手を伸ばす。その大きな手はミシュリーアの首輪を失った首にかかり、ぎゅっと力が込められた。

「いや……、くる、し……」

　苦しい思いならセザールにもさせられた。しかしあれは甘やかな苦しみだった。今のカロンは、男の力の全力をかけている。ミシュリーアを殺そうとしている。その意思を感じ取ってミシュリーアは震え、カロンを突き放そうと手を伸ばした。

「ん、く……ぁ……あ、あ……」

「ミシュリーアさま、僕と一緒に死んでください」

　掠れた声で、カロンは言った。

「あなたと一緒なら、死ぬのも怖くない。あなたを道連れに、黄泉の国へと向かいたい……」

「い、や……ぁ、ああ……、ッ……」

　ミシュリーアはもがいた。渾身の力で暴れて、一瞬カロンの力が抜けたのを機に、ミシュリーアは逃げた。

「けほ、けほっ……ほっ……」

　部屋の隅で、しきりに咳を繰り返す。そんな彼女に再び手が伸びてきて、ミシュリーアは身をかわした。四つん這いになったまま、カロンから逃げる。

「ミシュリーアさま！」

　幸か不幸か、ミシュリーアは四つん這いでの移動に慣れていた。手足で、全力で床を駆ける。おまけにここらへんはカロンにとっては不慣れな場所らしい。ミシュリーアはすぐにカロンを撒まくことができて、廊下の隅ではぁはぁと息を切らしていた。

（セザールさまじゃないと、いや）

　痕がついたであろう咽喉を手で押さえながら、ミシュリーアは大きく目を見開いていた。

（死ぬなんてこと……セザールさまと一緒じゃないと、いや。セザールさまじゃないと、わたしは……）

　激しく呼吸をしながら、ぞくりとした。セザールに首を絞められて、ともに死ぬ。そんな考えが頭を過ぎり、それはあまりにも甘い夢想だった。

（セザールさまを、永遠にわたしのものにする）

　ミシュリーアは、自分をぎゅっと抱きしめる。頭の中には自分の首を絞めるセザールの姿が浮かぶ。彼の手によってミシュリーアの意識は少しずつ薄くなっていく。最後に視界に映るのは彼の顔で、そのまま自分は、優しい眠りに就くのだ。

（セザールさまは、わたしだけのものになってくださるかしら）

　そのあと、カロンの右目を奪った剣を出して、自らの胸を貫くセザールの姿まで想像した。したたる血がミシュリーアの顔を汚す。それはどれほどに幻想的な光景だろうか。どれほどにロマンチックな様子だろうか。

「……ああ」

　思わず、息が洩れた。ミシュリーアは自分の体をぎゅっと抱きしめて、夢想に耽ふける。そのままふたりで、ふたりだけの世界に旅立っていけるのなら──。

「セザール、さま」

　ミシュリーアは、小さな声でささやいた。その声が彼に届くわけはなかったけれど、それでも心だけでも通じないかと、何度も何度もつぶやいた。







　四つん這いで、ミシュリーアは廊下を歩く。

　今日のセザールは、このバルロー城にて合議をおこなうと、今朝聞いたのだ。それはミシュリーアに会うためなのか──そう期待したけれど、直接尋ねる勇気はない。

　だからミシュリーアは、四つん這いで合議の間に向かう。中からは厳めしい男たちの声が聞こえてくるけれど、それに構わず手を伸ばしてドアを開けて、室内に入った。

「ミシュリーア」

　セザールは、すぐに気づいてくれた。彼は脚を組み直し、その足もとにミシュリーアはうずくまる。

「セザールさま、またこの……猫を」

　髭の大臣が、いやそうな声をあげる。それには構わずセザールの足を引っ掻くミシュリーアを、彼は足先であやした。

「いいではないか、猫なのだから」

　その言葉を聞くと、安堵する。ミシュリーアはますます猫のように、彼の足もとで丸くなる。

「このような場所にまで入ってきて、仕方のないやつだ」

　そう言いながらも、セザールは笑っている。足で軽くミシュリーアの腹を小突き、すると思わず鳴き声が洩れてしまう。それを楽しむように、セザールはなおもミシュリーアをあやし続けた。

　こうされているのが、ミシュリーアにとってのなによりの幸せ。





エピローグ




　ん、んっ、とくぐもった声が洩れる。

　ふたりの体重を受け止めたベッドが、ぎしぎしと音を立てた。それに混ざり合うようにくちづけの濡れた音は寝室に響き、その音色にミシュリーアは酔いしれた。

「ふぁ、あ、あ……、っ……」

　ミシュリーアの手はセザールの腕に食い込んでいて、しかし爪を立てられても彼は不平を言わず、それどころかそんなミシュリーアの反応を悦ぶように、なおもくちづけを深くする。

「ん、く……、っ……」

「ミシュリーア」

　掠れた声で名前を呼んで、セザールは手を伸ばしてくる。彼の手にすっぽりと収まってしまう乳房に触れて、力を入れて揉む。

「にゃ、あ……ああ、あ……、っ……！」

「そうだ……いい声だ、ミシュリーア」

　満足そうに、セザールは言った。

「ここも、感じるのだな？　これほど小さな胸なのに」

「いや……、言わない、で……」

「小さくてかわいらしいと、言っているのだ」

　彼は指で乳首を抓み、縒よるようにうごめかせた。そこはすぐに勃ちあがって。ミシュリーアにぞくぞくとしたたまらない感覚を味わわせた。

「ん？　こちらを、舐めてほしいか？」

「あ、や……、キス、も……」

　ミシュリーアがねだると、セザールはくすくすと笑った。

「貪欲だな？　両方は、できないぞ？」

「あ、して……して！」

　無理だとわかっていて、ミシュリーアは声をあげる。

「キスして……、舐めて。セザールさまを、感じたいの……！」

「かわいいことを」

　そう言って、唇を塞いだままセザールはミシュリーアの両の乳首を抓んだ。きゅ、きゅ、と捻られて、腰が跳ねる。声が洩れて、もうすっかり感じていることを知られてしまう。

「乳首が、硬くなっている」

　角度を変えてくちづけながら、セザールは言った。

「私の指を跳ね返すな……愛撫は、嫌いか？」

「そ、んなわけ……！」

「ミシュリーア」

　窘められて、はっと気がつく。今のミシュリーアは猫なのだ。今も、以前からも、ずっと──ミシュリーアはセザールの猫で、彼に抱かれて「にゃあ」と鳴くことしかできないのだ。

「ん、にゃ……、にゃああ……っ……」

「そうだ、それでいい」

　満足そうにささやいて、セザールはなおもくちづけてくる。乳首をいじってくる。その感覚があまりにも心地よくて、ドレスの奥の濡れはじめた両脚の間をもじもじとさせた。

「もう、欲しくなってきたか？」

　そんなミシュリーアの身動きを見逃さず、低く笑いながらセザールは言う。まだ夜ははじまったばかりなのにそんな自分の反応に気づかれて、羞恥が体中を走った。しかしセザールは、そんなミシュリーアも愛おしいらしい。

「挿れてほしいのか？」

「にゃ、あ……、っ……」

　またミシュリーアは、もじりと下肢をうごめかせた。

「挿れて……でも、もっと、触って」

「わがままな猫だ」

　そう言ってセザールは、ちゅっと音を立ててくちづけを奪う。そのまま彼女の耳に唇を押しつけ、耳じ朶だを吸う。それにまた感じさせられて、ミシュリーアはあえかな声を洩らした。

「ここは、どうだ？　感じるのではないか？」

「いぁ、あ、あ……、ああ、あ……、……」

　耳というのは、意外と感じる場所だ。ミシュリーアは身を捩りながらセザールに縋りつき、そんな彼女の反応を愉しむように、彼はなおもちゅくちゅくと耳を舐める。

「んぁ、あ……あ、あ、……、っ……」

　ふたりの唇の間から、蜜が流れこぼれる。顎を伝って胸の間に落ち、それにもくすぐられてぞくぞくと背筋が震えた。

　ミシュリーアは、セザールに縋りつく。手のひらで背を撫であげ、与えられている快感を少しでも返したいと思った。

「おまえは、黙って感じていればいい」

　そんなミシュリーアの意図に気がついたのか、セザールはくすくすと笑った。

「おまえの声を聞くのが、わたしの悦びなのだからな……？　声を聞かせろ……もっと、反応しろ」

「あ、あ……ん、っ！」

　きゅっと耳の縁を噛まれて、声があがった。大きく背を反らした体を抱きしめられる。彼の厚い胸板に乳房を潰され、それにもまた感じて荒い呼気がこぼれる。

　彼の手は腰にすべり、うしろから濡れた部分を刺激された。すでにくちゅくちゅと音を立てている部分を指先で辿られ、ミシュリーアは大きく体を跳ねさせた。

「もうすっかり……準備が、できているな」

「だ、って……、セザールさま、が……」

　せつない感覚を振り払いながら、ミシュリーアは声をあげる。

「わたし、を……、わたしの、体……を」

「違うだろう、ミシュリーア」

　どこまでもセザールは、ミシュリーアを猫扱いする。「にゃあ」と鳴くと彼は満足そうな吐息をついて、耳から唇を離すとちゅっと唇を奪った。

「あ、っ」

　そして彼は、そのまま後ろに体を倒して仰向けになってしまう。ミシュリーアは彼の腿を跨いで体を起こしている恰好で、驚いた大きな目で彼を見つめていた。

「セザール、さま」

「おまえが、私を愛してくれ」

　艶めかしい声で、セザールは言った。

「この体に、おまえのキスを刻んでくれ。おまえの唇が触れていないところがないくらいに、な」

「あ、あ、……、っ……」

　彼の要求を実感するだけで、どきどきとした。ミシュリーアはまばたきを忘れて、シャツを脱いでいくセザールの体を見ている。現れた胸筋には小さな乳首が勃っていて、まるでミシュリーアに舐めてくれと言っているかのようだった。

「ふぁ、あ……あ、あ……」

　彼を追い立てる、というだけで昂奮を隠せないミシュリーアは、まずはそっと彼にキスをする。ちゅ、ちゅく、と音を立てて舌を絡め、吸いあげては愛撫する。

　その間に、手は自然にすべった。乳首を抓み、きゅっと捻り、すると彼が少し、息を乱す。

「感じてらっしゃる？　セザールさま」

　はっ、と息を吐きながら、ミシュリーアは問うた。

「ここ……男のかたでも、感じるの？」

「ああ、感じるな」

　昂奮の息そのままに、セザールは言った。

「もっと、力を入れて……おまえのかわいい指で、抓んでくれ」

「あ、あ……、っ……」

　乳首をいじりながら、くちづけを彼の耳に落とす。縁をちゅくん、と吸いあげると、彼は微かに反応した。

　耳の形をなぞる。舌で舐め、唇で挟み、すると乳首がまた少し硬くなる。そんな彼の反応が嬉しくて、なおも舐める、くちづける。

「ミシュリーア……」

　どこか苦しげな声で、セザールは彼女を呼んだ。首を傾げると、笑いながら彼は言うのだ。

「おまえはなかなか、私を焦らすのがうまい」

「どういうこと……」

　同時に、腰を突きあげられる。それは拡げたミシュリーアの脚の間に当たり、熱が伝わってくる。その硬さにミシュリーアは驚き、腰を跳ねさせてしまう。

「こうなっているの……おまえ、気がつかないわけはないだろう？」

「気づ、かなかったわ……」

　教えられたとおりに彼を愛撫することばかり考えていて、その男の欲望には思い至らなかった。しかしいったん意識すると、それに深く抉られる感覚、かき乱されてどうしようもなくなってしまう感覚が蘇って、ミシュリーアは大きく身を震った。

「おまえの唇で、扱いてくれ」

　掠れた声で、セザールは言った。

「扱いて、舐めて……咬んで。おまえの唇で、達かせてくれ」

「は、い……」

　震える手で、彼の体をなぞる。胸筋を、乳首を、みぞおちを、引き締まった腹部を。そして下衣の金具を外すと、艶めいた彼自身が姿を現した。

　赤黒いそれは、先端からたらたらと透明な液体を流している。それに、そっとくちづけた。ちゅ、ちゅ、と吸うと、ますます溢れてくる。その苦みを味わいながら舐め、彼の味を堪能する。

「ん、ぁ……あ、あ……ああ、あ」

　彼を舐めあげながら、ミシュリーアは腰を揺らしていた。彼を愛撫するのが、たまらない快感だった。これほどに感じるのなら、今までもしてくればよかった──否、セザールはこのようなことを教えてはくれなかった。男の体を愛撫して感じる快感など思ってもみず、この行為に夢中になった。

「ふぁ、あ、あ……あ、あ、……、っ」

「それほどに、息を乱して」

　くすくすと、セザールは笑う。

「焦らずとも、逃げないぞ？　この体はすべて、おまえのものだ」

「わ、たしの……？」

　その言葉は、ミシュリーアを感動させた。たとえ今だけであろうとも、セザールを独占できる時間──それを許された時間。刻々と過ぎるこの瞬間はあまりにも愛おしくて、貴重なもので。ミシュリーアは生唾を飲んで、体を倒した。

「ん、ん……、っ……」

　そそり立つ勃起を、口に含む。舐めあげ、口に含んで吸いあげ、先端に何度も舌を這わせては溢れる蜜を味わい、啜りあげては軽く歯を立てる。

「っ、ん……、んっ……」

　深くまで呑み込んで、咽喉の奥を突かれて嘔え吐ずく。それさえもが快感で、ミシュリーアは夢中になってむしゃぶりついた。

「んく、……っ、……、っ、……ん、んっ」

　根もとに指を絡め、扱きあげる。しきりに指を動かしては口を動かし、舌を絡めて舐めあげて、すると口腔で、どくりとそれが反応するのが感じられた。

「っあ、あ……、ああ、あ……、っ……」

「……達くぞ」

　ミシュリーアの口の中で、大きく弾けたものがあった。ミシュリーアはなおもそれに食らいついて、口の中に広がったものを飲み干した。

「え、……ぐ、っ……っ、……」

「は、っ……」

　セザールが手を伸ばしてきた。彼女の口の端をなぞる。指先についた白いものを舐め取る彼の仕草は艶めかしくて、ミシュリーアはそれに見とれる。

「情けない姿を見せてしまった」

　ふふ、とセザールが照れたように笑う。

「おまえが、よすぎて……間に合わなかった」

「けふ、けふ……」

　なおも咳き込みながら、ミシュリーアは笑顔を見せる。

「セザールさまに気持ちよくなっていただけて、よかった」

「まだまだ、お楽しみはこれからだ」

　にやり、と唇の端を持ちあげて、セザールは言う。

「おまえの中を、じっくりと味わわせてくれ……私自身で、おまえの体温を感じるのだ」

「で、も……」

　セザールは、放ったばかりだ。しかし彼自身に目をやると、まだ勃ちあがったばかりのように隆りゅう々りゅうとしている。その力のほどにミシュリーアはごくりと咽喉を鳴らし、それが自分の中で暴れるときを夢想した。

「ミシュリーア、腰をあげろ」

「あ、あ……」

　ミシュリーアはドレスを捲りあげ、腰を進めた。すっかり濡れてびしょびしょになっているそこを彼自身の先端に押しつけて、ゆっくりと体重をかけた。

「んぁ、あ……ああ、あ……、っ、……」

　硬いものが、秘所を破る。そのたまらなく心地いい瞬間を味わいながら、ミシュリーアは大きく息をついた。

「あ、あ、……っ……、っ……」

「いいぞ……、ミシュリーア」

　乱れた吐息とともに、セザールがささやく。

「うまくできるじゃないか……もっと、もっとだ」

「いぁ、あ、あ……、っ……」

　男根が、花びらをかきわける。蜜口に至り、ずくん、と突かれて腰が跳ねた。

「ん、んぁ、あ、あ！」

「ミシュリーア？」

「んにゃ、にゃ……にゃあ、あ……っ……」

　セザールの腹の上に手を置いて、徐々に腰を落としていく。内壁は突き込まれたものを悦んでうねり、その感覚が性感に伝い来て、ミシュリーアは声をあげて背を反らせた。

「にゃあ、あ……にゃ、にゃ……、っ……」

「そうだ、それでいい」

　セザールの手が、ミシュリーアの腰にまわる。支えられて接合はより深くなり、じゅく、じゅく、と蜜壁を擦られる。

「んぁ、あ……ああ、あ、……、っ……っ！」

　腰で支えられていても、不安定な上半身には変わりない。ゆらゆらと揺れながら、挿入が進んでいく。柔らかい肉を抉られて刺激が伝わり、ミシュリーアは大きく身を反らせる。

「い、ぁ……ああ、あ、……、っ、……」

「一気に、腰を落とせ」

　はっ、と乱れた声で、セザールは言う。

「もどかしい……私を、焦らしているつもりか？」

「焦らして、なんか……！」

　あ、と大きな声があがる。腰を引き寄せられて、ずんと深く呑み込まされた。いきなり蜜洞を刺激されて、目の前に白いものが散った。子壺の口を突かれ、そのあまりの深さにまるで達したかのような感覚が走って、一瞬なにもかもがわからなくなった。

「あ、あ、あ……、っ、……、っ……」

「おまえの中……心地いいぞ」

　ふふ、と笑いながらセザールは言う。

「深い部分で、私を受け止めてくれている。私を悦んで、中がうねっている……」

「いや、ぁ……、っ、……、っ……」

　男の体の上に乗って、腰を振っているという自分の姿に気がついて、体中に羞恥が走る。しかし受け止める心地よさはそれをうわまわっていて、ミシュリーアはしきりに、腰を揺らめかせた。

「あぁ、あ……、にゃ、……にゃ……っ……」

「そうだ、私の猫」

　感慨深げに、セザールはつぶやいた。

「もっと、もっと鳴け。私を満足させるまでな……」

「うにゃ、あ……ああ、あ……、ッ……」

　最奥まで突かれ、引き抜かれ、また突かれる。そのときの迫りあがってくる感覚に、全身がびりびりと痺れる。それをこらえて腰を揺らし、また刺激を受けて声があがる。

「もう、もう……っ……」

　セザールの腹の上に置いた手が、爪を立てる。引っかかれて、セザールが呻いた。

「だ、め……だめ……っ……！」

「達く、か？」

　低い声で、セザールが言う。

「達け……私も、おまえの中で」

「いぁ、あ、あ……、っ、……、っ……」

　目の前が、真っ白になる。星が飛ぶ。全身が引き攣っていうことを聞かず、痛いほどに背がしなった。

「あ、あ、あ……、っ、……、っ……！」

「ん、っ……、っ……」

　熱い飛沫を、体の奥に感じる。呑み込みきれない熱が、繋がった部分からたらりたらりと垂れ落ちた。

「っ、ん、……、っ……」

「はぁ……ぁ、あ……あ」

　ふたりの声が絡まる。セザールの絶頂の声を聞きながら、ミシュリーアは震えた。また新たな情感にとらえられて彼女は反応し、そして手を伸ばす。両手で、セザールの首もとを締めつけた。

「セザールさま……死んで」

　震える声で、ミシュリーアは言った。

「わたしの手で、死んで。すぐにわたしも、あとを追うから」

「どういうつもりだ」

　セザールは、さして驚いたふうでもなかった。落ち着いた目でミシュリーアを見あげている。

「わたし、あなたなしでは生きていけないの」

　彼の首を絞めたまま、ミシュリーアは言った。

「あなたが誰か、別の人のものになるのかと思ったら……そんなの、耐えられないの」

「だからおまえは、私を殺すのか」

　そう言って、セザールは目を閉じた。

「飼い猫に殺されるとは、それも本望……」

　ミシュリーアは、手に力を込めた。視界が潤み、端からぽたぽたと透明なしずくがこぼれる。

「……ミシュリーア」

　少しばかり苦しげな声で、セザールは言った。

「どうした。私を殺さないのか」

「セザールさま……、セザールさま！」

　いきなり体を入れ替えられる。気がつけばミシュリーアは仰向けになっている。繋がった部分を捻られて甲高い声があがり、大きく脚を開いたミシュリーアはセザールに押し倒されていた。

「おまえは、永遠に私のものだ」

　覗き込んでくるセザールが、そうささやく。

「私だけの、猫だ。永遠に、私だけがおまえを愛でようぞ……」

「セザールさま……」

　もとよりミシュリーアに、異存はなかった。それは、なんという幸福。永遠に彼のものであるという、なんという寿ことほぎ。

「私は永遠に、あなただけの猫です」

　下肢は深く繋がったまま、彼を抱きしめながらミシュリーアは言った。

「あなただけの……、ずっと、ずっと」

　唇が降りてくる。ちゅっ、とキスをされて、その甘さに酔う。体中に沁み込む悦びを感じながら、ミシュリーアは繰り返した。

「あなたの、猫……」

　みゃあ、と猫が鳴く。微かな声で、猫が鳴く。





（終）



















あとがき




　こんにちは、月つき森もりあいらです。

　このたびは『愛あい猫びょう調ちょう教きょう』ということで、猫です。私が特に猫好きというわけではないのですが、犬でもよかったのですが、やっぱり女の子だったら猫かなぁ、と思い、愛猫になりました。調教シリーズが続けられて嬉しいです。

　とはいっても、今回は白→黒というよりも、グレー→闇みたいな……担当さんにもそこらへん指摘されたのですが、いっつも真っ白い子が堕ちるんじゃつまらない、と今回は少し趣向を変えてみました。もしかしたら『乙女系』では異色なのかもしれませんが、今回はこういうのを書いてみたかったので。お読みいただき、まことにありがとうございます。

　こういうダークさは、私の中にひっそりと息づいているものです。昔は、相手を愛するあまり○○を○○して○○する（えげつないので伏せ字）ようなお話を喜んで書いていたのですが、引かれるので。お友達がいなくなってしまうので、いつしか封印していたのですが、先日特殊性癖を持つかたがたとの交流がありまして、私のダークさなんか生ぬるいわ！　世の中いろんな性癖を持つ人がいるんだなぁ、とたいそう感心しました。私も自分を解き放たなくちゃいけないなぁ、自分を押し隠すのはよくないなぁ、と思いました。だからといって○○で○○なお話を書くわけではないのですが、ちろっとそういう雰囲気も混ぜ込めたら、今まであんまり書いてこなかったものも書けたら、そういうふうに思っております。なもので、今回の作品は書かせてくれた担当さんありがとうと、感謝しております。

　前作のあとがきでは引っ越しした旨を書かせていただきましたが……いまだに落ち着きを見せておりません。家中のあっちこっちに荷物が積まれていて、歩くときは曲芸師の気分です。これが片づく日が来るのかと本当に謎なんですが、こうやってせっかく引っ越したのにまたそう遠くない未来に引っ越すフラグが立っていて、どうしようかと思っています。私の安住の地はどこ……。とりあえず、いまだに片づいていないところを片づけます。と、部屋を見まわして絶望しているのですけれど。

　さて、今回イラストを引き受けてくださった、ひなた水色先生。このエロエロしいお話のイラストを、ありがとうございました！　構図にもいろいろ凝ってくださって、作者冥利に尽きます。

　お世話になっております担当さん。毎度いろいろご迷惑をおかけして申し訳ありません……引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。

　そして、読んでくださったあなたに感謝を。ありがとうございます、またどこかでご縁がありますように。

二〇一七年三月吉日


月森あいら








トパーズノベルス

同時配信二〇一七年四月二八日配信予定



















上海蜜愛オークション


【書下ろし・イラスト十枚入り】







　著作：燈花

　イラスト：花綵いおり




　美耶の、ここに入りたいな。おれたち、二人で。




　　上海の富豪に嫁ぎ、未亡人となった前嶋美耶は、義姉に誘われて男性が出品されるオークションに参加する。そこで美しいバイセクシャルのカップル、アレクセイと玉祥に出会い、三人での愛の行為に溺れていくが……!?








トパーズノベルス

近日配信二〇一七年五月二六日配信予定







背徳の愛玩人形（仮）


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著作：燈花　　イラスト：龍　胡伯




　ああ、兄さま……欲しい。甘い蜜をもっと、もっと……ください。







　　　養父の命令で無理やり婚約させられた17歳のヴィオラは、嫁ぐ日、馬車に拉致される。攫ったのは行方不明だった愛しい義兄ガブリエル。彼はヴィオラを人形のモデルとして監禁し、媚薬を盛って淫らな行為を重ね……。








ワンピース脱ぎ捨てて（仮）


【書下ろし・イラスト三枚入り】




　著作：春原いずみ　　イラスト：蔦森えん




　優しくして。優しく、もっと…とろけさせて──







　　　見知らぬ男性に助けられた美桜。新人として入社した職場で、カウンセラーであるその男性と再会し、胸ときめくものを感じる。しかし、美桜には独占欲のひどく強い医大生の恋人がいて……。障害ばかりの難しい恋の行方は……。







トパーズノベルス

愛猫調教
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